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    おわりに
  


  第０章　電子書籍参考書を使いこなすために


  
    電子書籍には紙の書籍にはない利便性が数多くあります。
  


  
    この電子書籍参考書を使いこなすための大切な操作をいくつか紹介しておきます。
  


  
    

  


  
    まず、読みや意味の分からない単語が出てきた場合は、その単語を長押しして調べることが可能です。
  


  
    試しに、下の文章から、調べたい単語を選んで、長押ししてみて下さい。
  


  
    

  


  
    『工業地帯には、京浜工業地帯、中京工業地帯、阪神工業地帯、北九州工業地帯（地域）があります。』
  


  
    

  


  
    読みや意味が表示されたと思います。
  


  
    画面を閉じる方法は機種によって異なりますが、問題なく閉じることができたはずです。
  


  
    

  


  
    次に大切だと思うことにマーキングしてみましょう。
  


  
    紙の参考書であれば、蛍光ペンなどで文章をなぞることでしょうが、これと同じことが電子書籍でもできます。
  


  
    

  


  
    キンドルペーパーホワイトでは、①必要な単語を長押し　②「その他」をタップ　③「ハイライト」　の順で操作します。
  


  
    キンドルファイアでは、①必要な単語を長押し　②正方形の色枠がでるので、好みの色をタップ　の順で、色あざやかなマーキングが可能です。
  


  
    どちらの場合も、単語を長押しした後、選択範囲を広げることも可能です。単語が選択されたら、左右のバーを指でゆっくりスワイプすれば、範囲を広げられます。
  


  
    それでは、次の文章から必要な部分を選んで、マーキングしてみましょう。
  


  
    

  


  
    
      『工業地帯には、京浜工業地帯、中京工業地帯、阪神工業地帯、北九州工業地帯（地域）があります。』

    

  


  
    

  


  
    うまくできましたか？　マーキングを消す場合には同じ操作を繰り返せば、簡単に消すことができます。
  


  
    

  


  
    続いてイラストを拡大・縮小してみましょう。イラストはダブルタップ（すばやく２回タップすること）で選択され、ピンチイン（指２本でふれて、その間隔を広げること）で拡大表示、ピンチアウト（２本指の間隔を狭めること）で縮小表示になります。
  


  
    それでは、次のイラストを選択し、拡大してみましょう。
  


  
    

  


  
    [image: 000]

  


  
    

  


  
    問題なくできましたか？　画像によっては、拡大すると逆に見づらくなるものもあるので、自分自身でうまく使いわけて下さい。
  


  
    

  


  
    では、最後に本に記載されている単語を検索してみましょう。
  


  
    キンドルペーパーホワイトでは画面上部タップすると、画面上部に虫めがねのアイコンが現れます。
  


  
    キンドルファイアでは画面をタップすると、画面下部に虫めがねのアイコンが現れます。
  


  
    （その他の機種は、操作方法に従って下さい。）
  


  
    その虫めがねアイコンをタップして、試しに「お宝（おたから）」で検索してみましょう。
  


  
    

  


  
    簡単に「お宝」のページが見つかります。（「お宝」の文字が掲載されているページ、すなわちこのページが検索されたわけです。）
  


  
    

  


  
    これらの機能を活用することで、みなさんは本に書かれていること以上の知識を吸収し、より効果的かつ効率的な学習ができることでしょう。この電子書籍参考書が、あなただけの貴重な一冊となることを願っています。
  


  
    

  


  
第１章　日本の気候


  １ 日本の気候の特色


  日本は、亜熱帯あ　ねっ　たいである沖縄、南西諸島や冷帯である北海道を除いては、地球上で最も温和な気候である温帯に属し、春夏秋冬の四季の区別がはっきりしています。


  日本の気候は、季節風き　せつ　ふう（モンスーン）や海流、梅雨つ　ゆや台風などによって、さまざま影響を受けます。


  



  ●季節風（モンスーン）の影響


  季節によって、それぞれ決まった方向に吹く風を季節風、またはモンスーンといいます。


  夏には、太平洋のしめった空気をふくんだ、あたたかい南東季節風が吹きます。日本列島の中央に連なる山地にぶつかった空気が上昇すると雲を生じ、太平洋側に雨を降らせて、むし暑くなります。日本海側は、乾そうしたあたたかい風が吹き込み、晴れの日が多くなります。


  [image: 001]



  （夏の季節風）


  冬には、日本海側のしめった空気をふくんだ冷たい北西季節風が吹き込み、日本海側に雪を降らせます。太平洋側は乾そうした冷たい風が吹き込み、晴れの日が多くなります。
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  （冬の季節風）


  ●海流の影響


  日本はまわりを海に囲まれているため、寒流の千島ち　しま海流（親潮おやしお）、リマン海流、暖流の日本海流（黒潮くろしお）、対馬つ　しま海流の影響を受けます。


  [image: 003]



  海流の影響として知られるものは、北海道東部や東北地方東部で起きる冷害れいがいです。冷害とは、夏に気温が上がらず、農作物が育たなくなる災害をいいます。北海道東部は、高緯度こう　い　どである上、寒流の千島海流や濃霧のう　むによる日照不足にっしょうぶ　そくが原因で冷害が起こります。東北地方は、千島海流の影響や初夏に北東から吹く冷たい風の「やませ（山背）」が原因となっています。


  



  ●梅雨の影響


  梅雨は６月から７月にかけて続く長雨で、太平洋にまとまった雨を降らせます。梅雨の終わりごろには、集中豪雨しゅうちゅうごう　うとなることもあります。また、梅雨のころは稲の生育期間とも重なるので、空梅雨から　つ　ゆ（梅雨の時期にほとんど雨が降らないこと）になると、秋の稲の収穫に影響が出たり、干害かんがい（ひでりの害）の原因となったりします。


  干害で特に知られる地域は、香川県の讃岐さ　ぬき平野です。讃岐平野は古くから水不足にそなえてため池が多くつくられたところです。香川県にある満濃池まんのういけは日本最大のため池として知られています。


  現在では、吉野川（徳島県）から香川用水か　がわようすいがひかれ、被害が減少しています。


  ところで、日本では梅雨がほとんど見られない地域が２つありますが、どこだか分かりますか？


  答えは、小笠原諸島お　がさわらしょとうと北海道です。


  梅雨前線はオホーツク海上の冷たい高気圧と太平洋上のあたたかい高気圧の境目にできます。性質の違う二つの空気がぶつかるところは、大気の状態が不安定となり、前線ができます。この前線は、二つの高気圧の勢力が等しいため、同じ位置にとどまり、長雨を降らせます。


  小笠原諸島は、梅雨の時期となる６月頃はすでに太平洋上のあたたかい高気圧の中にあり、梅雨前線は小笠原諸島から離れた位置にできるので、梅雨の時期がありません。


  その後、徐々に太平洋上のあたたかい高気圧の勢力が強まり、梅雨前線はゆっくりと北上していきますが、北海道に近づくころには梅雨前線の勢力も弱まり、北上する速度も速まるので、北海道では梅雨によるものと思われる長雨が観測されないのです。


  



  ●台風の影響


  理科で学習しますが、台風は赤道付近で発生した熱帯性低気圧ねったいせいてい　き　あつが北上しながら発達したもので、最大風速が毎秒１７.２ｍ以上のものをいいます。


  台風は夏から秋にかけて、日本をおそいます。暴風や大雨による洪水こうずい、高潮たかしお（海面が異常に高くなり、高波となって海岸に押し寄せてくること）などが、建物や農作物に大きな被害を与えることがあります。一方で、台風は水不足を補ったり、水資源を支えたりするなどのはたらきもあります。


  



  ２ 日本の気候区分


  日本列島は、南北に細長く、山地が多い複雑な地形であり、季節風や海流の影響などもあり、地域による気候の違いが大きくなります。特に、北海道と南西諸島、太平洋側と日本海側では気候の違いが著しくなっています。


  



  日本の気候は、次図のように、大きくは６つの気候区分に分けられます。


  [image: 004]



  この単元では、各気候区分の特ちょうを学び、雨温図う　おん　ず（月ごとの平均気温と降水量を表した図）が見分けられるようになることが目標です。


  それでは順に気候区を説明します。


  ●南西諸島の気候


  [image: 005]



  帯グラフが月ごとの降水量、折れ線グラフが月ごとの平均気温です。グラフ中の破線（－－－）は年平均気温です。


  南西諸島なんせいしょとう（種子島・屋久島周辺から沖縄島、尖閣諸島、与那国島に至るまでの一帯）では、１年を通して降水量が多くなっています。特に、５月から６月は梅雨の影響、夏から秋にかけては台風の影響で雨が多くなります。（＝降水量のグラフは凸型。）気温も一年中高くなっているため、年較差ねんかく　さ（最高気温と最低気温の差）が小さいのが特徴です。


  ところで、沖縄は石灰岩の地層が多いので水がしみこみやすく、これだけの年降水量がありながら、水不足になります。このため、屋根の上に貯水ちょすいタンクを設けたり、地下ダムをつくったりして、水不足に備えています。
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  ＜貯水タンク＞


  地下ダムとは、次図のように、地中に壁をつくって、地下水が海に流れ出るのを防ぐものです。このたまった水を地下水として利用します。


  [image: 006B]



  ＜地下ダム＞


  沖縄の伝統的な民家は、台風の風を防ぐために石垣いしがきや防風林ぼうふうりん（防火林の役割ももつ）で囲まれています。また、風通しをよくするために、四方は壁がなく戸がついています。他にも、赤瓦のすきまを白いしっくいで接着し、台風の強い風でも飛ばされないような工夫がされています。


  [image: 007]



  ＜琉球の民家＞


  次は、南西諸島の気候と比較するねらいで、北海道の気候について説明します。


  ●北海道の気候


  [image: 008]



  北海道は梅雨がなく、台風の影響はほとんど受けないので、降水量は全体的に少ないですが、冬の方がやや多くなります。（＝降水量のグラフは凹型。）１年を通して気温が低く、特に冬は平均気温が０℃以下の月が３～４ヶ月続きます。


  グラフの年平均気温はおよそ８.０℃となっており、南西諸島の気候の平均気温と比べるとずい分と低いのが分かります。


  北海道の家の造りは、二重窓、二重玄関になっており、壁や床には断熱材だんねつざいが用いられています。また、床暖房ゆかだんぼうなども利用されています。


  



  続いて、太平洋側の気候と日本海側の気候を比べてみましょう。


  



  ●太平洋側の気候


  [image: 009]



  本州、四国、九州の太平洋側は、夏は南東の季節風の影響で蒸し暑く、降水量が多いですが、冬は雨が少なく温暖となっています。


  降水量のグラフは、南西諸島の気候と同じような凸型ですが、南西諸島よりも年間の降水量が多くなっています。


  ところで、関東地方などでは、冬の季節風が山々を越え、冷たく乾燥した風が吹くことがあります。この風を空っ風から　　かぜといいます。この風に備えるため、関東地方の内陸部の家では屋敷林や　しきりんとよばれる防風林を植えています。この林は屋敷からみて、空っ風（冬の季節風）が吹いてくる北西方向に植えられています。


  空っ風は、群馬県がよく知られています。群馬県の旧国名は「上野国こうずけのくに」といい、上州じょうしゅうともよばれていました。この上州の空っ風は、「かかあ天下」や「雷かみなり」とともに、上州名物とされています。


  



  ●日本海側の気候



  [image: 010]



  本州の日本海側は、冬は北西の季節風の影響で降水量が多いのですが、夏は雨が少なく、梅雨の時期にわずかながら降水量は増えますが、太平洋側ほど多くはありません。日本海側の冬の気温は暖流の対馬海流の影響でそれほど下がりません。


  降水量のグラフは凹型になっています。６つの気候区分のうち、凹型になるのは、北海道の気候と日本海側の気候の２つのみです。２つの雨温図を比べると、日本海側の気候の方が降水量が多く、平均気温が高くなっています。


  日本海側や内陸などでは、初夏にフェーン現象がみられることがあります。これは水蒸気をふくむ空気が山を超えたときに、山の風下側の気温が上昇する現象をいいます。


  日本の歴代最高気温（２０１８年８月現在）は次のようになります。


  
    
      
        	歴代最高気温
      


      
        	順位

        	観測地

        	気温
      


      
        	１

        	埼玉県熊谷くまがや市

        	４１.１℃

        （2018年7月23日）
      


      
        	２

        	岐阜県美濃み　の市

        	４１.０℃

        （2018年8月8日）
      


      
        	２

        	岐阜県下呂げ　ろ市

        	４１.０℃

        （2018年8月6日）
      


      
        	２

        	高知県四万十し　まん　と市

        	４１.０℃

        （2013年8月12日）
      


      
        	５

        	岐阜県多治見た　じ　み市

        	４０.９℃

        （2007年8月16日）
      


      
        	６

        	東京都青梅おう　め市

        	４０.８℃

        （2018年7月23日）
      


      
        	６

        	山形県山形市

        	４０.８℃

        （1933年7月25日）
      

    
  


  これら記録の多くの原因はフェーン現象によるものです。


  また、東京などの都市部では、コンクリートやアスファルトによる放熱、エアコンや車から排出される熱、草木などの熱を吸収する植物が少ないことなどが原因で、気温が高くなる現象が見られます。これをヒートアイランド現象といいます。歴代最高気温１位の埼玉県熊谷市の記録は、フェーン現象とともにヒートアイランド現象も影響したと考えられています。



  



  Coffee Break フェーン現象


  
    [image: BOY03mini]　ねぇ、ねぇ、フェーン現象というのが、まだよくわからないんだけど。

  


  
    

  


  
    [image: WIZARD02mini]空気は上昇するとき、高さに対し温度が一定の割合で下がるんだ。実際には、雲が発生するまでは１００ｍにつき１℃ずつ、雲が発生してからは１００ｍにつき０.５℃ずつ下がるんだよ。

  


  
    仮に、３０００ｍの山があって、風上側のふもと（０ｍ）の気温を２８度とし、２０００ｍの高さから雲ができたとするよ。まず、２０００ｍの高さでは気温は何℃になるかな？
  


  
    

  


  
    [image: 011]

  


  
    [image: GIRL05mini]　えっと、１００ｍで１℃下がるから、２０００ｍでは２０℃下がるわ。それなら、２８－２０＝８℃ね。

  


  
    

  


  
    [image: WIZARD01mini] うん、正解。それでは山頂の気温は何℃になるかな？　ここから雲ができたことに注意して計算してね。

  


  
    

  


  
    [image: BOY05mini]　う～ん、計算は苦手だなぁ。２０００ｍの地点から山頂までは１０００ｍ。雲が発生してからは、１００ｍにつき０.５℃下がるから、

  


  
    １０００ｍでは５℃下がる。だったら、８－５＝３℃。
  


  
    

  


  
    [image: WIZARD01mini]　いいぞ、これも正解。この空気はすでに雨や雪を降らした後だから、山頂を越えると雲はできないと考えると、この空気が、風下となるふもとまでいっきに降りたとき、その気温は何℃になるかな？

  


  
    

  


  
    [image: BOY04mini]　えっと、雲がない状態で３０００ｍ下がるら、３０℃上昇するよね。だったら、３＋３０＝３３℃。

  


  
    うわっ、そうか！　風上のふもとの気温は２８℃だったから、風上のふもとでは５℃も気温が上がってるぞ。
  


  
    

  


  
    [image: WIZARD02mini]　この現象をフェーン現象というのさ。

  


  
    

  


  
    

  


  
    ●瀬戸内の気候
  


  
    [image: 012]

  


  
    瀬戸内の気候は、冬は北西季節風が中国山地に、夏は南東季節風が四国山地や讃岐山脈にさえぎられるので、一年を通して雨が少なくなります。
  


  
    １、２月の月別平均気温でも０℃以下にはならず、温暖で過ごしやすい気候です。
  


  
    

  


  
    瀬戸内の気候の雨温図は、次に説明する中央高地の気候に似ているので、注意が必要です。
  


  
    

  


  
    ●中央高地の気候
  


  
    [image: 013]

  


  
    中央高地の気候は、山々に囲まれているので、瀬戸内の気候と同じように、一年を通して雨が少ないのが特徴です。
  


  
    

  


  
    中央高地の気候と瀬戸内の気候の雨温図を区別するには、降水量のグラフでは判断が難しいので、気温のグラフを利用します。まず、年平均気温（破線－－－）は、中央高地の気候の方が低くなっています。また、月別平均気温でいうと、瀬戸内の気候では０℃以下になる月がありませんが、中央高地の気候では１、２月の平均気温が０℃以下、あるいは０℃近くまで下がります。
  


  
    

  


  ３　雨温図の見分け方


  
    
      ここでは、雨温図から６つの気候区分を区別する方法を覚えましょう。
    


    
      年平均気温が記載されているのであれば、最も高いのが南西諸島の気候、最も低いのが北海道の気候とすぐに判断できますが、年間平均気温が記載されていない場合もあるので、次のように区別しましょう。
    


    
      

    

  


  
    ①雨温図の降水量のグラフが凹型を２つ選ぶ。
  


  　[image: 010]


  
    他方より温暖。（年間平均気温も高い。）
  


  
    年間降水量が多い。
  


  
    　→　日本海側の気候

  


  
    

  


  
    　[image: 008B]

  


  
    他方より気温が低く＊、特に冬は０℃を下回る。
  


  
    他方より年間降水量が少ない。
  


  
    　→　北海道の気候
  


  
    ＊６つの気候区分の中でも最も年間平均気温が低い。
  


  
    

  


  
    ②雨温図の降水量グラフが凸型で、降水量が多いのを２つ選ぶ。
  


  　　[image: 009]


  
    他方より年間降水量が多い＊。
  


  
    　→　太平洋側の気候
  


  
    ＊６つの気候区分の中でも一番、年間降水量が多い。
  


  　　[image: 005]


  
    他方より平均気温が高く＊、年較差（最高気温と最低気温の差）が小さい。
  


  
    　→　南西諸島の気候

  


  
    ＊６つの気候区分の中でも一番、年平均気温が高い。
  


  
    

  


  
    ③雨温図の降水量グラフが凸型で、降水量が少ないのを２つ選ぶ。
  


  　　[image: 012]


  
    他方より気温が温暖。（年間平均気温も高い。）　
  


  
    　　→　瀬戸内の気候
  


  　　[image: 013B]


  
    

  


  
    １・２月の平均気温が０℃前後まで下がる。
  


  
    　→　中央高地の気候
  


  
    

  


  
    さぁ、これだけの知識があれば、雨温図なんてコワくありません！
  


  
    

  


  
第２章　日本の農業


  １　日本人の食生活の変化


  日本人は昔から米を主食とし、おかずには野菜や魚を多く取り、肉をあまり食べませんでした。


  しかし、明治時代になると牛肉を食べることが文明開化の象徴とされ、肉食が広まりました。また、先の大戦後に学校給食が始まると、パン食が広まってきました。さらに、産業の発展にともなって生活が向上してくると、食生活に大きな変化がみられるようになり、牛乳、バターなどの乳製品、パン、ラーメン、スパゲティーなどの小麦製品、野菜や果物を食べる割合が増え、牛肉やぶた肉などの獣肉の消費量が、魚肉を上回るようになりました。


  このような日本人の食生活の洋風化は、日本の農業にも大きな影響を与えており、農産物の生産割合にも大きな変化を起こしています。


  農産物とは、米のほか、麦類むぎるい、豆類まめるい、野菜、イモ類、工芸作物こうげいさくもつ、畜産物ちくさんぶつや果物くだものなどを指します。


  [image: 014]



  ＜農産物の種類＞


  工芸作物とは、工業製品になる原料のことで、砂糖の原料となるサトウキビやテンサイ、たたみ表おもての原料となるイグサ、飲料として利用される茶などをいいます。


  農産物の生産額割合は、1970年では多いほうから、米、畜産物、野菜、果物という順番でしたが、その後、畜産物や野菜の割合が大幅に増えて、2010年には、畜産物、野菜、米、果物の順に変化しました。


  現在の農産物の生産額割合の多い順を覚えるには「牛丼」をイメージするとよいでしょう。上から牛肉（＝畜産物）、つづいてタマネギ（＝野菜）、ライス（＝米）です。最後は食後のデザート（＝果物）を食べると覚えておきましょう。


  ２　米作り


  米作りのさかんな理由


  日本で昔から米作りがさかんだった理由をあげると、次の３つがあります。


  ①米が日本人に欠かすことのできない主食しゅ　しょくであったこと。


  ②夏の高温多雨こうおん　た　うの気候が、米の栽培さいばいに適していたこと。


  ③食料管理制度しょくりょうかんり　せい　どがあったこと。（政府が農家から決まった値段で米を買い上げ、農家を保護してきたこと。）


  こうしたことから、農家は安定した収入が得られる米作りを中心とした農業を行ってきたのです。


  



  米作りのさかんな地域


  米作りのさかんな地域をまとめると次のようになります。



  [image: 015B]



  米はすべての都道府県で作られていますが、なかでも東北地方、北陸地方が「日本の米ぐら」として知られています。これらの地域は寒さや雪のため、夏だけに米をつくる水田単作地帯すいでんたんさく　ちたいとなっています。


  都道府県別にみると、米のとれ高は高い順に、北海道、新潟県、秋田県となっています。


  これは「来た（＝北海道）よ、新しん（＝新潟県）米まい、秋（＝秋田県）のころ」で覚えて下さい。（年によっては順番が入れ替わることがありますが、この道県がほぼ上位３位を占めます。）


  地方別にみると、米のとれ高は１位が東北地方、２位は関東・東山地方＊、３位北陸地方、続いて九州地方、北海道地方の順となります。米作りのさかんな東北５県がタッグを組むのですから当然ですね。逆に、北海道地方は、北海道１道のみとなっていますから、順位はぐんと下がってしまいます。


  ＊農林水産省の行う農林業調査の全国農業区分は、北海道地方、東北地方、北陸地方、関東・東山地方、東海地方、近畿地方、中国地方、四国地方、、九州地方、沖縄地方の10区分に分けられており、これまで学習した地方区分とは異なります。ここでの東山地方は山梨県と長野県のことを指します。


  関東の利根川流域の水郷すいごう地帯では、台風による被害をさけるために早場米はや　ばまいを栽培しています。


  九州や四国のあたたかい地方では、かつて１年に米を２回栽培する二期作に　き　さくが行われていましたが、現在では生産調整（減反げんたん政策）の影響もあって、ほとんど行われていません。


  ところで、これまで「〇〇作」という言葉がくり返し出てきています。混乱している人もいるでしょうから、ここで簡単にまとめておきます。


  単作＊→　１年に１回、作物を栽培する。


  ＊単作のことを、一毛作いちもうさくともいいます。


  二期作→　１年に２回、同じ作物を栽培する。


  二毛作→ １年に２回、異なる作物を栽培する。


  多毛作→　１年に何度も作物を栽培する。


  中央高地や能登半島の丘陵地など、斜面の多い地域では、階段状の田をつくって稲作が行われています。このような田を棚田たな　だといいます。日本は山がちな地形なので、棚田は他にも全国各地に見ることができます。


  [image: 016]



  ＜棚田＞


  干拓地といえば、八郎潟はちろうがた（秋田県）、児島こ　じま湾（岡山県）、有明海ありあけかい（福岡・佐賀・長崎・熊本県）が有名です。干拓地はどこも地盤が弱く、海水面よりも低いことが多いため、住宅地には向かず、多くは水田に利用されています。


  米作りの工夫


  米は、農業試験場などにおいて、寒さに強い品種や病気に強い品種、害虫に強い品種への改良がすすめられています。これを品種改良ひんしゅ　かいりょうといいます。


  現在では全国作付面積１位のコシヒカリ（新潟県）とその子孫となるひとめぼれ（宮城県）、はえぬき（山形県）、あきたこまち（秋田県）、つがるロマン（青森県）、きらら３９７（北海道）、キヌヒカリ（兵庫県）、ヒノヒカリ（熊本県）などのブランド米（銘柄米）が知られています。（県名は、その県だけで栽培されているというわけではなく、その品種の最も収穫量の多い都道府県を示しています。）


  栽培技術にも、さまざまな工夫が行われています。


  ぬるめ・・・水温の低い東北地方や中央高地では、そのまま水を引くと米の生育がさまたげられるため、水路をめぐらして日の光を利用して水温をあたためた後に田に入れる工夫が行われています。


  保温折衷苗代ほ　おんせっちゅうなわしろ・・・稲の苗を寒さから守るために、苗代をビニル（初期は油紙）でおおい、苗床の温度を上げて成長をはやめます。現在では、育苗ハウスが多く使われています。


  有機ゆう　き農業・・・農薬や化学肥料を使わずに、安全な農作物をつくる農業をいいます。「たい肥ひ（ワラや雑草、落ち葉などを積み上げ、くさらせ発酵させた肥料）」を使った農法や「アイガモ農法」などがあります。


  



  Coffee Break　保温折衷苗代ほ　おんせっちゅうなわしろの発明者　荻原豊治おぎわら　とよ　じ


  [image: WIZARD02mini]現在、稲作は全国の都道府県で行われているけど、実はこれ、昭和の時代に、長野県の軽井沢で農業をいとなんでいた荻原豊治おぎわら　とよ　じって人が保温折衷苗代ほ　おんせっちゅうなわしろとよばれる栽培技術を発明したおかげなんだよ。


  [image: GIRL05mini]　それはどんな発明なの？


  [image: WIZARD01mini]昭和６年の冷害で大きな被害が出た田んぼを見ていた荻原豊次は、比較的、被害の少ない田んぼを見つけ、それが早く田植えをした田んぼであることに気づいたんだ。また、昭和７年には、野菜の温床にたまたま、わらから落ちたモミが発芽しているのを見つけ、温床を利用すれば、はやく田植えができると考えたんだよ。昭和９年、再び軽井沢は冷害にみまわれ、多くの被害が出たんだけど、温床ではやく育てた苗だけは、平年並みに成長し、荻原豊次は効果を確信するに至ったんだ。その後、長野県の農業試験地の研究者の助けもあって、ついに油紙による保温折衷苗代を完成させたんだ。


  [image: BOY03mini]「折衷せっ　ちゅう」ってどんな意味なの？


  [image: WIZARD02mini]折衷とは、いくつかの考え方や方法をまとめて１つにすることをいうんだよ。当時、苗代には大きく水苗代と畑苗代の２通りの方法があって、それぞれ長所と短所があったんだ。荻原豊次は、畑苗代を用いて酸素がうまく取り入れられるようにすると同時に、油紙で保温して苗の成長をうながし、その後、水苗代の方法で、温床苗代で問題となっていた立ち枯れ病を防いだんだよ。


  保温折衷苗代は、その後、ビニル苗代や育苗ハウスに変わってしまったけど、この荻原豊次の発明は、日本の稲作の中心を大きく北へ移動させ、日本の稲作地図をかきかえるほどの効果をもたらしたんだ。


  



  土地改良


  北海道の石狩平野はもともと稲作には向いていない泥炭地でしたが、山間部から腐植土を運び入れるなどして、稲作が可能な土地改良が行われました。このような土地改良を客土きゃく　どといいます。


  越後（新潟）平野では、田の地下の水位を下げるため、地下にパイプを埋めて、パイプから水を排水することで、湿田を乾田に変える土地改良が行われました。このような土地改良を暗渠排水あんきょ　はいすいといいます。


  かんがい用水


  かんがい（灌漑）とは、外部から農地に人工的に水を引くことをいいます。


  かんがい用水の大きなものには、愛知県の愛知用水、明治用水、豊川とよがわ用水、香川県の香川用水などが特に知られています。


  [image: 017]



  ＜愛知の三大用水＞


  愛知用水は木曽き　そ川の水を知多ち　た半島へ、明治用水は矢作川や　はぎがわの水を岡崎平野へ、豊川用水は豊川、天竜川の水を渥美あつ　み半島へ運ぶ用水です。


  香川用水は、吉野川の水を讃岐平野へ運ぶ用水です。


  他にも、福島県猪苗代湖い　なわしろ　こ猪苗代湖から水を引く安積疏水あ　さか　そ　すい（オランダ人のファン・ドールンの功績で知られる。）、千葉県の両総りょう　そう用水、大利根用水、静岡県の箱根はこ　ね用水、琵琶湖の水を京都市に引く琵琶湖疏水そ　すいなどがあります。


  進む機械化


  昔は、牛や馬を使う以外は、人の手で米作りを行っていました。現在は、田をおこすためのトラクターや田植え機、刈り取り・脱穀のためのコンバインなどの機械化が進み、農家は少ない人手で、より早く、より楽に農作業がすすめられるようになりました。


  米作りの順番を確認すると、田おこし　→　代しろかき　→　田植え　→　中干なか　ぼし　→　稲刈いね　かり・脱穀だっこくです。


  「田おこし」は、昨年の収穫から手を加えられていなかった乾いた田んぼの土を掘り起こして空気を入れ、稲の生育を助ける微生物の活動を活発にさせます。「代かき」は、田んぼに水を入れ、土を砕き、ならして田植えのの準備をする作業をいいます。「田植え」はイネの苗を水田に植えることです。「中干し」は、田んぼの水をぬいて、乾かすことをいいます。これは、土中に酸素を補給するとともに、根腐れを防ぎます。また、土中の有害ガスを抜く目的もあります。「稲刈り」は、実ったイネを刈り取ること、「脱穀」は刈り取ったイネわらから、もみだけを取り除く作業をいいます。


  [image: 018]



  農業機械の普及台数は、トラクターが最も多く、続いて田植え機、コンバインの順となっています。（米作りの順番と同じなので、覚えやすいですね。）


  また、入り組んだ土地を長方形にまとめ、農道や用水路を整備する耕地整理こう　ち　せい　りを行って、農業機械が入りやすくしたり、作業しやすくする工夫も行っています。


  他にも、米の貯蔵施設として機械化の進んだカントリーエレベーターが利用されています。


  [image: 019]



  ＜カントリーエレベーター＞


  余る米と米の自由化


  米作りの工夫を行った結果、米の生産量は増加しましたが、食生活の洋風化にともなって消費量が減少し、米が余るようになりました。


  １９６９年から、政府は、農家が政府を通さず、政府指定の業者を通じて直接、米を消費者に売る米、自主流通米じ　しゅ　りゅうつう　まい（今の民間流通米）を認めて、米の消費を増やそうとしました。


  １９７０年には、米の生産調整（減反政策げんたんせいさく）を行い、米作りを休ませる休耕きゅう　こうや転作てんさく（他の農作物をつくること）をすすめるようになりました。


  １９８０年代になると、日本のアメリカへの輸出が輸入より大きく上回ってることで、貿易摩擦ぼうえき　ま　さつがおこるようになり、アメリカは農作物の輸入自由化をせまるようになりました。


  １９９３年には米の一定量の輸入（部分自由化）を開始しました。これは、日本は米の輸入を制限できるが、前もって決められた量（ミニマム・アクセス）は必ず輸入しなければならないというものです。


  １９９５年には、食料管理制度を廃止し、米の生産、価格、流通について、政府の直接管理をやめて規制をゆるめる新食糧しょくりょう法（食糧需給価格安定法しょくりょうじゅきゅう か かくあんていほう）が実施されました。


  １９９９年になると、米の部分自由化は終了し、米の輸入自由化が始まりました。これは、外国が米を日本に輸入するときに関税をかけるけども、輸入量は一切制限しないというものです。現在、外国の米は日本の米と比べて非常に安いため、国内の農家を守るために高い関税がかけられています。


  ２００４年には、新食糧法の大幅な改正が行われ、政府の規制が大幅にゆるめられ、流通の自由化がすすみました。


  ２０１３年には、政府はＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）への参加を表明しました。ＴＰＰは参加国間で関税の撤廃を原則としており、外国から安い米がそのまま輸入されるようになると、農家が立ち行かなくなり、さらなる農業就業人口や自給率の低下の恐れがあります。


  ３　畑作


  麦作り


  小麦は、日本の気候が高温多雨で栽培に適さず、ほとんどをアメリカ合衆国、カナダ、オーストラリアからの輸入に頼っているため、需給率は１０％と低くなっています。日本の小麦の主な生産地は北海道です。


  



  野菜作り


  大都市周辺では野菜や草花を栽培し出荷する近郊農業きんこうのうぎょうがさかんです。最近では、コールドチェーン（生産者から消費者へ、低い温度を保ったまま、新鮮な野菜や魚を届けるしくみ）が整ったことで、遠く離れた地方でも、大都市向けの野菜がつくれるようになりました。


  高知平野や宮崎平野では、ピーマンやきゅうり、なすなど、温暖な気候を利用して旬の時期よりも早く栽培して出荷する促成栽培そくせいさいばいがさかんです。


  長野県の八ヶ岳やつがたけ山ろくの野辺山原の　べ　やまはらや群馬県の浅間山あさ ま やま山ろくの嬬恋村つまごいむらでは、キャベツやレタス、はくさいなど、夏の涼しい気候を利用して、旬の時期よりも遅く出荷する抑制栽培よくせいさいばいがさかんです。


  



  主な野菜の生産地域と覚え方


  順位は年度によって前後するかもしれませんが、上位の県は次のように覚えておくとよいでしょう。


  [image: 020][image: 021]



  [image: 022][image: 023]



  [image: 024]



  イモ類



  ジャガイモは、冷涼れい　りょうで、昼夜の温度差（日較差）大きく、イモが大きくなる梅雨の時期に雨が少ない土地が適しているため、北海道が全国生産量の７割を占めています。


  サツマイモは、水はけの良い火山灰を含んだ土地が栽培に適しているため、鹿児島県や茨城県、千葉県でさかんです。


  



  豆類



  畑の肉といわれる大豆だい　ずは大部分が輸入にたより、自給率は５％程度となっています。生産量は北海道や佐賀県が多くなっています。


  赤いダイヤといわれる小豆あずきは、あんの原料となる農作物です。自給率は５５％ほどあり、生産量は北海道が９割を占めています。


  



  工芸作物



  茶は飲料になり、静岡県、鹿児島県、三重県が主な産地となっています。


  沖縄県、鹿児島県で栽培されるサトウキビや北海道でのみ栽培されるテンサイは砂糖の原料になります。


  熊本県、福岡県で栽培されるイグサはたたみ表おもてに、こうぞ・みつまたは和紙の原料になります。


  



  主な工芸作物の生産地域と暗記法


  [image: 025][image: 026]



  [image: 027][image: 028]



  ４　果物つくり


  日本は国土が南北に長いので、それぞれの気候に合った、さまざまな種類の果物が栽培されています。特にわが国で生産量が多いのは、愛媛県の瀬戸内海沿岸、和歌山県の紀ノ川、有田川流域、静岡県の丘陵きゅうりょう地などのあたたかい気候でつくられるみかんと、青森県の津軽つ　がる平野や長野県の長野盆地など、すずしい気候でつくられるリンゴです。


  [image: 029]



  ＜みかんとリンゴの生産量が多い県＞


  ぶどうやももは、日較差にちかく　さ（一日の最高気温と最低気温の差）が大きく、雨が少ない（＝日照時間が長い）地域が栽培に適しています。よって、中央高地に位置する地域などの生産量が高くなっています。


  日本なしは、水はけがよく、日当たりの良い斜面で育ちます。よって、千葉県や茨城県（関東ローム層）、鳥取県の丘陵部などで栽培されています。


  おうとうはさくらんぼのことです。主に山形盆地で生産されており、全国の生産量の７割を山形県が占めます。


  



  主な果物の生産地域と暗記法


  [image: 030][image: 031]



  [image: 032][image: 033]



  [image: 034][image: 035]



  



  果物作りの問題点


  果物の消費は年々増加してきましたが、外国からの輸入量も増えたため、国内での果物の生産量はのびなやんでいます。１９９１年には、オレンジの輸入自由化が行われ、みかん農家は、外国の安いオレンジと競争しなければならなくなりました。また、とれすぎると、農作物の値段が安くなり、収入が激減してしまう豊作びんぼうとよばれる現象を引き起こす場合もあるため、農家は生産の調整を行う努力も行っています。


  ５　畜産


  牛やぶた、ニワトリなどを飼育することを畜産ちくさんといいます。


  家畜には、肉をとることを目的に飼育されている肉牛にく　ぎゅう（肉用牛にく　よう　ぎゅう）やぶた、乳をしぼることを目的に飼育されている乳牛にゅうぎゅう（乳用牛にゅう よう ぎゅう）、ニワトリには肉用若鶏にくようわかどりとたまごをとるための採卵鶏さいらんけいなどがあります。


  畜産は、食生活の洋風化により消費量が大幅に増え、農産物の生産額でも大きな割合を占めるようになりました。


  現在、日本の肉類の自給率は５０％台ですが、飼料の多くを輸入にたよっているので、実際はもっと低くなっています。このことから日本の畜産業は「加工畜産か　こうちくさん」とよばれています。


  畜産がさかんな地域には、広い土地のある北海道、稲作に向かない火山灰の土地を利用している鹿児島県や宮崎県があります。また、乳牛を飼育して、チーズ、バターなどの乳製品をつくる畜産を酪農らくのうといいますが、これは、北海道や千葉県の房総ぼうそう半島南部などでさかんです。


  かつて、パイロットファーム（実験農場）がつくられた北海道の根釧こんせん台地は、今でも新酪農村しんらくのうそん（別海町べっ かい ちょう）で大規模な酪農が行われています。


  肉牛や乳牛の飼育がさかんな地域でよく見かけるのが、サイロです。サイロでは乳牛や肉牛の冬期のえさがたくわえられています。


  [image: 036]



  ＜サイロ＞


  家畜の飼育頭数が多い主な地域


  [image: 037][image: 038]
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  畜産の問題点


  １９９１年から牛肉の輸入自由化が始まり、オーストラリア産やアメリカ産の安い牛肉が大量に輸入されるようになりました。このため、畜産農家は共同飼育し　いくを行ったり、飼育数を増やすなどして、国産の牛肉の値段を下げる工夫をしています。他には、ブランド牛やブランドぶたなどの高級肉の生産にも力を入れています。


  ２００１年、千葉県でＢＳＥ（狂牛病きょうぎゅうびょう）とよばれる牛の病気の発症が確認され、続いて北海道、神奈川、熊本県にも広がりました。また、２０１０年には宮崎県で牛やぶたの伝染病である口蹄疫こうていえきが確認され、感染地域の牛やぶたを殺処分するなど、畜産業に大きな被害を与えました。


  ６　日本の農業の特色とこれからの農業


  農家数の減少



  耕地面積が３０a以上、もしくは年間農産物販売額が５０万円以上の農家を販売はんばい農家といい、それ以外の小規模の農家を自給的じ　きゅうてき農家といいます。現在、いずれの農家数も減少しており、農家の高齢化が進んでいます。また、あとつぎがおらず、農地として登録されていても、実際には何も作られていない土地（耕作放棄地こうさく　ほう　き　ち）も年々増加するなど、日本の農業の将来が心配されています。


  せまい耕地


  日本は山がちな地形で、耕地の面積は国土の１２％ほどしかなく、農家一戸あたりの耕地面積の平均はわずか２.０haとなっています。このため、日本の農家はできるだけ多くの収入をあげるために、水田の裏作に麦をつくったりする二毛作に　もうさくや１年に何度も野菜や草花などをつくる多毛作た　もうさくを行っています。また、せまい農地に肥料や農薬を何度もまいて、人手を多くかけた集約しゅうやく農業を行っています。このため、日本の１haあたりの生産量は世界でも高くなっています。


  農業共同組合


  農業発展のため、農家が集まってつくった組織を、農業共同組合のうぎょうきょうどうくみあい（ＪＡ）といい、農器具の共同購入や農産物の共同出荷、販売、金融などの事業を行っています。


  [image: 042]



  ＜農業共同組合のマーク＞


  これからの日本の農業


  現在、日本で自給できる農作物は米と鶏卵ぐらいで、食料全体の自給率は４０％程度にとどまっています。多くを輸入にたよっていると、相手国の天候や政治状況などにより輸入価格が大きく左右されることになります。そこで、地元で生産した作物を地元で消費する地産池消ち　さん　ちしょうをすすめたり、自給率を高めたりする工夫が必要となります。また、外国の安い農作物に対抗できるよう、他の農地を借りて農業を行う委託い　たく農業（請負うけおい農業）や共同飼育をすすめて、安い農作物をつくる努力も必要です。近年では食の安全に対する国民意識も向上しているため、無農薬で農作物を育てる有機栽培ゆうき　さいばい（有機農法）を行っている農家も増えてきています。


  



  
第３章　日本の水産業


  １　水産業のさかんな日本


  昔から日本人は、動物性タンパク質の多くを魚介類からとっていました。タンパク質とは、体をつくるもととなり、一部はエネルギー源となる物質です。このうち、牛肉、ぶた肉、鶏肉、魚肉、卵、牛乳など、動物由来のタンパク質を動物性タンパク質といいます。日本で本格的に肉食が本格的に広まったのは明治時代の文明開化以降のことですから、日本人は動物性タンパク質のほとんどを魚介類からとっていたというわけです。


  現在でも日本人は多くの魚介類を食べており、日本の水産物の輸入量は世界一、漁かく量も世界有数となっています。


  日本には、暖流の日本海流（黒潮くろしお）や対馬つ　しま海流、寒流の千島ち　しま海流（親潮おやしお）やリマン海流が流れ、暖流系の魚と寒流系の魚の両方がとれます。


  日本近海でとれる暖流系の魚にはアジ、イワシ、サバ、カツオ、マグロ、寒流系の魚にはサケ、タラ、ニシン、サンマなどがあります。


  ●暖流系の魚


  [image: 043]



  アジにはぜいご（ぜんご）とよばれるトゲ状のうろこが並んでいます。


  イワシには七つ星といわれる点があります。大群（イワシ玉）をつくっておよぎます。


  サバは内臓の分解酵素が強力なため、くさりやすい魚です。


  カツオは腹にしま模様があります。


  マグロは全長０.６～３ｍの大型魚で、現在、クロマグロは絶滅危惧種に指定されています。


  ●寒流系の魚


  [image: 044]



  サケは産卵のために川をのぼり、産まれた稚魚は川を下って海を回遊した後、再び川に戻ります。卵はいくらといいます。


  すけとうだらの卵（卵巣）はたらこといいます。


  サンマは細長い形をしています。


  にしんの卵（卵巣）やその加工品は数の子といいます。


  



  日本近海には深さ２００ｍまでの浅くなだらかな大陸だなが広がり、三陸沖から銚子沖には、寒流の千島海流（親潮）と暖流の日本海流（黒潮）が出会う潮目しお　め（潮境しお　ざかい）があります。細かい話をすると、性質の異なる海水のかたまりの境界面を潮境、海面上にできた境界線を潮目といいます。潮目は、さざ波が立っていたり、泡や海藻、プランクトンの死がい、木片などの漂流物が集まってたり、海の色がはっきり違っていたりするので、多くは肉眼で確認することができます。


  [image: 096A]



  ＜潮目と潮境＞


  大陸だなも潮目も魚のえさとなるプランクトンがはんしょくし、好漁場となっています。


  



  このほか、海岸線の出入りが複雑なリアス式海岸や半島、湾が多く、自然の良港が多いのも、日本で水産業がさかんな理由の１つになっています。　　　　


  



  Coffee Break 漢字クイズ


  [image: WIZARD01mini]次の漢字はすべて魚をあらわす漢字です。何て読むのか分かるかな？


  ①鮭　　　　　　②鱈　　　　　　　③鰯


  ④鮪　　　　　　⑤秋刀魚　　　　　⑥鰹


  ⑦鰈　　　　　　⑧鰊　　　　　　　⑨鯵


  ⑩鯖　　　　　　⑪鯛　　　　　　　⑫鱒


  [image: BOY04mini]　うわ～っ、どれも難しい漢字ばっかり！



  [image: WIZARD02mini]漢字そのものは難しいけど、どれも日本人にとって身近な魚ばかりだよ。その組み合わせから、何となく理解できるのも多いから、気楽に挑戦してみてね。



  



  （解答）


  ①さけ　　②たら　　　③いわし　


  ④まぐろ　⑤さんま　　⑥かつお


  ⑦かれい　⑧にしん　⑨あじ　　


  ⑩さば　　⑪たい　　　⑫ます


  



  ２　日本の港


  日本の主な漁港をまとめると次のようになります。
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  ＜日本の主な漁港＞


  境港さかい　こうは、鳥取県の境港市さかいみなと　しにある漁港です。それぞれの読みを間違えないようにしましょう。


  



  Coffee Break 　〇〇量と〇〇高


  [image: BOY03mini]ねえ、ねえ、「水あげ量」と「水あげ高」って何が違うの？


  [image: WIZARD01mini]　「水あげ量」は『港に水あげされた魚介類の総重量』をいい、「水あげ高」は『港に水あげされた魚介類の総取引金額』をいうんだ。つまり、「水あげ量」が少なくても、魚一匹あたりの金額が高ければ、「水あげ高」は高くなるよ。例えば、福岡港の「水あげ量」は全国十位前後だけど、「水あげ高」では全国一、二位の位置づけにあるんだ。一般にみんなが学習するのは「水あげ量」の方だよ。



  [image: GIRL05mini]　他にも、「漁かく量」とか「漁かく高」とか書いてある参考書や問題集があるけど？



  [image: WIZARD02mini]「漁かく量」は『漁船がとった魚介類の総重量』なんだけど、海外の漁船では一部を船内で加工して残ったものが水あげされる。これが「水あげ量」なんだ。日本の場合、船内で加工されることはまずないので、「漁かく量」と「水あげ量」は同じ意味で使われるよ。だから、漁かく高と水あげ高も同じ意味になるね。ちょっと混乱しそうになるけど、「〇〇量」とくれば重量、「〇〇高」とくれば取引額とだけ覚えておけばいいよ。



  これとは別に、育てる漁業（養殖業）の場合には、「水あげ量（漁かく量）」でなく「収穫量」が用いられ、「水あげ量（漁かく量）」や「収穫量」を特に使い分ける必要のない場合には、「生産量」という用語も使われるから、知っておくといいね。


  



  



  ３　さまざまな漁法と漁業の種類


  魚をとるには、魚の特性を利用したさまざまな漁法が考え出されています。


  ●底引き網


  [image: 046]



  東シナ海などの大陸だなで用いられるのが底引き網です。底引き網はヒラメ、カレイ、エビなど、主に海底にすむ魚をとる漁法です。三角形の袋網とその両側のそで網からなるトロール網を使った底引き網漁法を特にトロール（トロール漁）といいます。


  ●はえなわ


  [image: 047]



  はえなわは、「マグロはえなわ」とよばれるように、主にマグロをとることを目的とした漁法です。はえなわは、長いもので１００ｋｍを越えます。


  ●一本釣り


  [image: 048]



  一本釣りは、「カツオの一本釣り」といわれるように、カツオを主にとる漁法です。


  ●棒受け網


  [image: 049]



  棒受け網は、「サンマ棒受け網」といわれるように、サンマを主にアジやイカなどをとる漁法です。こうした魚は光に集まる修正があり、集魚灯しゅうぎょ　とうを使って集まってきた魚をとるのが、この漁法の特徴です。


  ●巻き網


  [image: 050]



  巻き網は、「イワシ巻き網」といわれるように、イワシを主にサバ、アジなどをとる漁法です。


  ●さし網


  [image: 051]



  さし網は、「サケさし網」に代表されるように、主にサケ、マスなどをとります。魚が網につっこみ、えらやひれが引っかかり、暴れるとからまりつくことで魚をとる漁法です。


  ●定置網


  [image: 052]



  定置網てい　ち　あみは、「ブリ定置網」といわれるように、ブリを主にカツオ、イワシ、サバなどをとります。これは、沿岸の漁場に網を固定し、回遊する魚をとる漁法です。


  



  Coffee Break 日本人とクジラ


  [image: WIZARD01mini]日本では古くからクジラの肉（鯨肉げいにく）を食べる食文化があったんだよ。けれども、絶滅などのおそれから、１９８２年に国際捕鯨ほ　げい委員会（ＩＷＣ）が商業捕鯨の禁止を採択したんだ。日本も１９８８年から商業捕鯨を中止、現在は調査捕鯨のみ行われているんだよ。


  漁業の種類


  漁業の種類には、日帰り漁で１０ｔよりも小さな漁船で行う沿岸えんがん漁業、日本近海で数時間にわたって５～３０ｔくらいの漁船で行う沖合おきあい漁業、遠くの海で数ヶ月かけ大型の漁船で行う遠洋えんよう漁業＊があります。


  ＊遠洋漁業のうち、北太平洋やオホーツク海で、サケ、マスをとる遠洋漁業を特に北洋ほくよう漁業といいます。


  沿岸漁業と沖合漁業で混乱する人がいますが、「沿岸」は陸地に沿った海の部分、沖合いの「沖」は陸地から遠く離れた部分をさす言葉ですから、これらの意味を理解すれば、間違うこともないでしょう。


  他には、川や湖、浅い海などを囲って、魚や貝を育てる養殖業よう　しょくぎょう（養殖漁業）などもあります。


  それでは、漁業別に漁かく量の移り変わりをみてみましょう。


  [image: 055]



  ＜漁かく量の移り変わり＞


  遠洋漁業をみると、１９７０年代に最初の漁かく漁の急減がみられます。これは、各国が２００海里の漁業専管水域せんかんすいいきを設定したり、石油危機きき（石油ショック・オイルショック）によって燃料費が値上がりしたりしたことが影響したものです。


  漁業専管水域というのは、沿岸から２００海里の水域では、沿岸国のみが水産資源をとる権利をもつというものです。１９７０年代、各国がこうした水域を設定したため、日本の遠洋漁業は大打撃を受けました。現在、漁業専管水域のことは、水産資源だけでなく鉱物資源やエネルギー資源なども含めるという意味で、経済けいざい水域（排他的はい た てき経済水域）とよばれています。


  石油危機というのは、第四次中東ちゅう とう戦争のさなか、アラブ産油国が原油価格の引き上げや石油の減産をうちだしたために起こった世界的な経済不況をいいます。


  次に、１９８０年代後半から、遠洋漁業の漁かく量が再度減少するとともに、沖合漁業にも大きな減少がみられます。これは１９８８年にピークだったイワシが海水温の変化などが原因で激減したことが要因です。


  現在、養殖業を除くと、漁かく量の多い順に沖合漁業、沿岸漁業、遠洋漁業の順になることも、しっかりおさえておきましょう。


  



  つくる漁業・育てる漁業


  育てた稚魚を海や川に放流して、自然の中で大きくなったものをとる漁業を栽培さいばい漁業といい、つくる漁業ともよばれています。この漁業は、育つのを自然にまかせるため、えさ代を必要としないという利点があります。


  川や湖、浅い海などを囲って、魚や貝を育てる漁業を養殖よう　しょく業＊（養殖漁業）といい、育てる漁業ともよばれています。しかし、養殖業にはえだ代がかかり、余ったえさが、環境を汚すなどの問題点もあります。


  ＊養殖業には、海でかきやハマチなどを育てる海面養殖業や、湖や川でアユや金魚などを育てる内水面養殖業があります。


  それでは、養殖のさかんな地域を地図で確認してみましょう。


  [image: 054]



  ＜養殖のさかんな地域＞


  地理編Ⅰを読んでくれた方は、ほとんどを理解できていることでしょう。新たに覚える内容は、奈良盆地にある大和郡山市やまと こおりやま しの金魚の養殖くらいですね。


  ところで、志摩半島、宇和海、大村湾で養殖される真珠と琵琶湖、霞ヶ浦で養殖される真珠には違いがあります。前者は海水真珠で、アコヤ貝を母貝としますが、後者は淡水真珠といって、イケチョウ貝を母貝とします。（イケチョウ貝は「池」という字を使うことから、淡水にすむ貝だと分かります。）


  イケチョウ貝は、アコヤ貝よりも大きく、１つの貝からとれる真珠が３０～５０個（アコヤ貝は１～２個）の真珠がとれます。一般的には、海水真珠の方が、真円で大きさもあり、輝きもすぐれているため、高く取引されますが、最近は養殖技術の向上により、淡水真珠の品質もあがっています。


  ４　増える水産物の輸入


  経済水域の規制で漁かく量が減少したことや生きたままの魚や冷蔵された魚の空輸が可能になったことにより、日本の水産物の輸入量は増加しています。特に、成田国際空港は「成田漁港」とよばれ、水産物の輸入が多いことで知られています。


  現在、日本の水産物の輸入量は世界１位となっており、主に中国やタイ、アメリカ合衆国、ロシアなどから輸入されています。


  水産物の輸入額で多いのはエビやマグロです。輸入量で多いのは、サケ、マスとなっています。


  エビの主な輸入先はベトナム、インドネシア、タイ、マグロの主な輸入先は台湾、韓国、中国、サケ、マスの主な輸入先はチリとなっています。


  ５　日本の水産業の問題点


  漁業の問題


  沿岸漁業を営む漁家ぎょ　かは、半農半漁はんのうはんぎょに例えられるように、農業など他の仕事との兼業けん　ぎょうによって成り立っている場合が多く、このような漁家を兼業漁家けんぎょうぎょ　かといいます。また、漁業人口の減少、漁業に従事じゅう　じしている人の高齢こうれい化、後継者不足などの問題がおきています。


  漁場の問題


  １９７０年代より、各国が２００海里の漁業専管せんかん水域を設定したため、日本の漁船が自由に魚をとれる漁場はせばめられました。


  日本も１９７７年から領海を１２海里、漁業専管水域を２００海里と定めました。現在の日本の経済水域（排他的はい た てき経済水域）は次のようになっています。
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  ＜日本の排他的経済水域（２００海里水域）＞


  日本が設定する経済水域には、一部、周辺国による主張と重複する水域があり、未解決のままとなっています。


  漁場と環境


  日本では、古くから農民が魚を集めるために、魚付林うおつきりんとよばれる森林を海岸などにつくり大切に守ってきました。魚付林に降った雨水は栄養をふくんで海や川に流れ出し、魚のえさとなる微生物が増えます。他にも、魚付林は風を防いで海水温を安定させ、魚が敵から守るための環境を与えてくれます。


  [image: 057]



  私たちはこうした先人たちに学び、魚のすみかを守り、安定して魚がとれるよう、水産資源を維持する努力を行う必要があります。


  現在は、とる魚のサイズに制限をかけたり、禁漁期間を設けたりしています。あるいは稚魚ち　ぎょがかからぬよう、あみの目を大きくするなどの工夫を行っています。他にも海洋牧場をつくって、魚の育ちやすい環境を整え、需要じゅようの高い魚を育てる工夫が行われています。


  人間が使った農薬や洗剤にふくまれる窒素やリンが海や湖に流れ込むと、海や湖の汚れ（富栄養ふ　えいよう化）により、プランクトンが異常発生して海や湖の色が変わる赤潮あかしおが発生することがあります。赤潮が発生すると、プランクトンが水中の酸素を大量に消費するので、魚や貝が死んでしまい、水産物に大きな被害をもたらします。赤潮の発生は、琵琶湖や瀬戸内海で多く見られます。


  滋賀県では、１９８０年に琵琶湖の富栄養化を防ぐための琵琶湖条例じょうれいがつくられ、工場排水、農業廃水に加え、リンをふくむ家庭用合成洗剤の使用を禁止しました。


  また、湖沼の汚れは、アオコを発生させることがあります。アオコとは、湖沼の水面がまるで緑色のペンキを流したようになる現象をいいます。これは微小な藻類そうるいの大量発生が原因です。魚介類への被害をもたらすだけでなく、水道水に悪臭がしたり、アオコ自体がもつ毒性により、鳥や家畜などの他の生物に害を与えたりします。アオコは、琵琶湖、霞ヶ浦、諏訪湖などでよく発生しています。


  日本人の食文化が海外の環境に影響を与えている例もあります。


  現在、インドネシアやタイなどの東南アジアでは、日本向けのエビの養殖池をつくるため、マングローブとよばれる森林のばっ採が行われており、環境破壊が進んでいます。
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  ＜マングローブ＞


  マングローブとは、熱帯・亜熱帯地域の河口など、満潮まんちょう時に海水が満ちる所にはえている植物をいい、日本でも沖縄や鹿児島などでマングローブを見ることができます。塩水でも育つマングローブは貴重な植物が多く育ち、魚や貝、水鳥などの動物たちにとっても大切なすみかとなっています。


  こうした自然環境を守るため、現在は植林を行うなど、マングローブの再生に向けた取り組みが行われています。


  



  
第４章　工業の種類


  １　工業の分け方と種類


  製品によって工業を分類すると、重化学じゅう　か　がく工業と軽けい工業に分けられます。


  重化学工業は、一般に大きくて重い製品を大きな生産設備でつくる工業をさし、軽工業は軽い製品をつくる工業をいいます。重化学工業には、金属工業、機械工業、化学工業があり、軽工業には食料品工業、せんい工業、よう業、製紙・パルプ工業などがあります。


  日本の工業は、戦前のせんい工業中心から、戦後は機械工業中心へと変わりました。
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  ２　重化学工業


  （１）金属工業


  鉄や銅、アルミニウムなどをふくんだ鉱石から金属を取り出して、金属板や管などを加工する工業を金属工業といいます。


  金属工業の中心は鉄鋼てっこう業（製鉄業）です。
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  鉄鋼業では、まず、鉄鉱石てっこうせき、コークス（石炭を蒸し焼きにしたもので、石炭より燃えやすい上、高温が得られます。）、石灰石せっかいせきを高炉に入れて、銑鉄せんてつをつくります。コークスは、高炉内の熱源となるほか、鉄鉱石の主成分である酸化鉄（鉄が酸素と結びついたもの）から酸素を取り除く役割があります。石灰石は鉄鉱石中の不純物を取り除くために使用します。


  こうしてできた銑鉄には、まだ炭素などの不純物がふくまれているため、かたくもろくなっています。この後、銑鉄は鉄くず（質の良い鉄づくりには欠かせないニッケル、モリブデンなどの物質がふくまれています。）などといっしょに転炉へ送られ、酸素を送り込んで炭素などの不純物を燃やすと、強くてしなやかな鉄鋼（鋼はがね）へと変化し、連続鋳造ちゅう　ぞう設備で固めて鋼片こうへんとした後、最後に圧延機あつえん　きへと送られ、さまざまな形の製品に加工されます。


  鉄鋼業がさかんなところをまとめると、次のようになります。
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  ＜鉄鋼業のさかんなところ＞


  明治時代、北九州市には、日清戦争に勝利して得た賠償金ばいしょうきんの一部で、官営かんえいの八幡製鉄所がつくられ、１９０１年に操業そうぎょうを開始しました。官営とは「政府が経営する」という意味です。（現在の八幡製鉄所は民間の企業が運営しています。）
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  ＜旧官営八幡製鉄所東田第一高炉＞


  写真は、史跡として今も保存されている八幡製鉄所の東田第一高炉で、最盛期には１０基の高炉が八幡地区に建設されました。


  



  北九州市が選ばれたのは、次の理由などがあげられます。


  ①鉄鉱石の当時の輸入先であった中国や朝鮮に近かったこと。


  　鉄鉱石は国内で産出されないため、外国から輸入する必要があります。当時の輸入先は中国や朝鮮でした。


  ②近くで石炭や石灰石が産出できたこと。


  　当時、日本一の石炭産出量があった筑豊炭田ちくほうたんでんが近くにあり、鉄道を利用して石炭が運ばれました。また、石灰石の産出地も近くにありました。


  ③鉄鋼を国内に輸送するのに適していたこと。


  　完成した鉄鋼は、鉄道や船を使って全国に運ぶことができました。


  近年では、鉄鉱石の輸入先が中国、朝鮮からオーストラリアやブラジルなどに変わり、石炭も国内の炭鉱は閉山して、オーストラリアやインドネシアなどから輸入するようになりました。また、重い原料や製品を海上輸送する必要があるなどの理由から、現在の製鉄所の多くは太平洋側の沿岸部に立地しています。


  金属は、産業の分類において、「鉄」と「非鉄金属ひ　てつきんぞく」に分けられます。非鉄金属には、アルミニウム、銅、亜鉛、鉛、スズなどがあります。


  非鉄金属の中で、ボーキサイトを原料とするのが、軽金属のアルミニウムで、このアルミニウムをつくる工業がアルミニウム工業です。


  ボーキサイトからアルミニウムをつくるには、大量の電気が必要であることから、アルミニウムは「電気のかんづめ」とよばれています。静岡県清水区（旧蒲原町かんばらちょう）には、自前の水力発電所を利用した日本唯一のアルミニウム精錬工場がありましたが、老朽化などの問題で、2014年、操業を停止しました。


  こうしたことから、アルミニウム缶は分別回収してリサイクルすることがとても重要です。回収されたアルミニウム缶からアルミニウムの地金じ　がねをつくるエネルギーは、ボーキサイトからアルミニウムの地金をつくるエネルギーのわずか３％（９７％の節約）で済むのです。また、アルミニウムの原料となるボーキサイトも地球上にいくらでもあるわけではありません。限りある資源を有効に使うためにも、リサイクルは大変重要です。


  現在、ボーキサイトの主な輸入相手国は、オーストラリアやブラジルとなっています。


  



  Coffee Break　アルミ缶とスチール缶


  [image: WIZARD02mini]飲料の缶には、アルミ缶（アルミニウム）とスチール缶（鉄）があるけど、軽くて、手で簡単に握りつぶせるのがアルミ缶だよ。アルミ缶の強度は、スチール缶よりも低く、内部の圧力で缶の強度を保つ必要があったため、炭酸飲料やビールなど、炭酸をふくむ飲料にしか使われていなかったんだよ。



  [image: GIRL05mini]　確かに、サイダーやビールはアルミ缶、コーヒーやお茶はスチール缶が多いわね。



  [image: WIZARD01mini]　現在、炭酸飲料以外にもアルミ缶を使うことは、技術上は可能になっているんだよ。ただし、アルミニウムは鉄より熱を伝えやすいので、冷やして飲むものにはアルミ缶が、あたたかくして飲むものは、少しでも冷めにくいようにスチール缶が使われている場合が多いんだよ。



  



  （２）機械工業


  現在、日本の工業の中心は機械工業となっています。日本の輸出額全体の中で、機械製品が占める割合は非常に高く、日本の機械輸出額は世界有数となっています。


  ①自動車工業


  機械工業の中でも、特に生産高、輸出高が多い製品をつくっているのが自動車工業です。


  自動車工業のさかんな都市や町をまとめると次のようになります。
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  ＜自動車工業のさかんなところ＞


  中でも、豊田市（愛知県）は日本一の自動車工業の町として知られ、東洋のデトロイト＊ともよばれています。


  ＊デトロイト・・・かつてのアメリカ自動車産業の中心都市。


  自動車１台の生産には、およそ３万点もの部品が必要といわれており、自動車組み立て工場の周辺には、さまざまな部品メーカーの工場が立ち並んでいます。また、それぞれの部品の原料は、プラスチックやゴムなどの石油製品、ボディやエンジンに使用される鉄鋼やアルミニウムの金属製品など、さまざまな工業が発展しています。このように、一企業の発展や衰退がそのまま都市の発展や衰退につながり、周辺の自治体や住民が一企業に依存している地域を企業城下町き　ぎょうじょう か まちといいます。


  近年では、環境問題や資源問題に対応するため、ガソリンと電気を組み合わせたハイブリッドカーが広まっています。（ハイブリットでなく、ハイブリッドなので、間違えないようにしましょう。）また、環境にやさしい自動車の開発が進んでおり、電気で走る電気自動車、水素を燃料として走る燃料電池車ねんりょうでん ち しゃ（水素は燃えると水になるだけなので、環境を汚しません。）の量産化、低価格化が待たれます。


  ====================

  [image: WIZARD02mini] 「必要なものを、必要な量だけ、必要なときに」生産する方式をジャストインタイムというんだ。日本では、トヨタ自動車が早くからこの方式を取り入れ、現在ではコンビニやスーパーマーケットなどの流通業界にも広がっているんだよ。」

  ====================


  



  ②造船業


  日本の造船業は高い技術力に支えられ、４０年近くも世界一の造船量をほこっていましたが、韓国や中国など新しい造船国の進出により、日本の造船業はかつてほどの勢いが見られません。


  造船業は、長崎市、佐世保さ　せ　ぼ市（ともに長崎県）、瀬戸内海沿いの呉くれ市（広島県）、坂出さかいで市（香川県）、相生あいおい市（兵庫県）、横浜市、横須賀よこ　す　か市（ともに神奈川県）などの沿岸部でさかんです。


  



  ③精密機械工業


  時計やカメラなどをつくる工業を精密せいみつ機械工業といいます。


  中央高地の諏訪す　わ盆地（長野県）にある諏訪市や岡谷おか　や市などは、きれいな空気と水が豊富なことから、精密機械工業が発展しています。


  



  ④電子工業


  １９７０年代より、コンピューターや産業用ロボットの利用が広まり、これらの中心部品となるＩＣ（集積しゅう　せき回路）をつくったりする電子工業がさかんになりました。


  ＩＣの生産には、空気や水のきれいなところが適しており、シリコンロードとよばれる東北地方の高速道路沿いや、シリコンアイランドとよばれる九州が有名です。なぜ、「シリコン～」とよばれているかというと、これはＩＣなどの電子部品にはシリコンとよばれる物質が使われているためです。


  ただし、こうした地域だけでなく、ＩＣは比較的小さく軽いうえ、値段が高いので、飛行機で輸送しても採算がとれるので、労働力や安い工業用地が得やすい地域で、空港や高速道路の近くにＩＣ工場が広がっています。


  電子工業のさかんな地域を表すと次のようになります。
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  ＜電子工業のさかんなところ＞


  鉄鋼業や自動車工業などと比較すると、電子工業は広範囲に広がっているのが分かります。


  １９８０年ころより、ＩＣはこれまでの鉄鋼業に変わって「産業のコメ」とよばれるようになり、日本の産業の中心を担ってきました。しかし、韓国、中国、台湾などのアジア諸国の成長は著いちじるしく、現在の日本のＩＣ産業は非常に厳しい状況にあります。


  



  （３）化学工業


  石炭や石油などを原料に、プラスチック、合成せんい、合成ゴム、化学薬品、化学肥料などをつくる工業を化学工業といいます。


  その中心となるのは、石油から精製されたナフサを原料とする石油化学工業です。


  ところでみなさんは、コンビナートとは何かきちんと説明できますか？


  みなさんのイメージするコンビナートとは、ガスタンク（ガスホルダー）がたくさん並んでいるような光景だと思います。怪獣映画などでは、毎回、破壊対象となる工場群です。（笑）
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  ＜四日市市の石油化学コンビナート＞


  しかし、説明するとなると、ちょっと難しいかもしれません。「コンビナート」とは、ロシア語で「結合」を意味する言葉です。つまり、コンビナートとは、原材料で関連する工場がパイプラインでつながれたしくみをいいます。ふつう、日本でコンビナートというと、石油化学コンビナートを指します。


  石油化学工業のさかんな主な都市をまとめると次のようになります。
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  ＜石油化学工業のさかんなところ＞


  石油化学工業のさかんなところは、神栖かみ　す市（茨城県）、市原いちはら市（千葉県）、川崎市（神奈川県）、四日市よっ か いち市（三重県）、高石たかいし市（大阪府）、倉敷くらしき市水島みずしま地区（岡山県）、岩国いわくに市（山口県）、周南しゅう なん市（山口県）、大分市（大分県）などがあります。


  石油化学工業がさかんと書きましたが、これは石油化学コンビナートをもつという意味でもあります。石油化学コンビナートは石油を大型タンカーで海上輸送する必要から、多くは太平洋や瀬戸内海の沿岸部につくられています。


  続いて、軽工業について詳しく学習しましょう。


  



  ３　軽工業


  （１）食料品工業


  農作物や水産物を加工していろいろな食品をつくる工業を食料品工業といいます。食料品工業には、ビール、お酒、しょう油などをつくる醸造じょう　ぞう業、テンサイやさとうきびから砂糖をつくる製糖せいとう工業、水産物を加工してかんづめやかまぼこなどをつくる水産加工業などがあります。


  醸造業のさかんなところには、ビールの北海道札幌さっぽろ市、日本酒の京都府伏見ふし　みや兵庫県の神戸市から西宮市にかけての灘なだ地区、しょう油の千葉県銚子ちょう　し市や野田市が知られています。


  北海道帯広おびひろ市では、十勝平野でとれるテンサイを砂糖に加工する製糖工業がさかんとなっています。


  水産加工業では、静岡県静岡市(静岡市清水区)が知られています。以前は清水市でしたが、２００３年に合併して静岡市となりました。


  



  （２）せんい工業


  せんい工業には、綿花めん　かを使った綿織物めんおりもの工業、羊毛を使った毛織物け　おりもの工業、カイコのまゆから作られる生糸き　いとを使った絹織物きぬおりもの工業、ナイロン、レーヨン、ポリエステルなど、人工的なせんいを使った化学せんい工業などがあります。


  綿織物工業は大阪府南部の泉州せん　しゅう地区、毛織物工業は愛知県一宮いちのみや市、絹織物工業は福井県福井市や群馬県桐生き　りゅう市（桐生織で知られる。）でさかんです。福井市では化学せんい工業も発達しています。


  



  （３）よう業


  よう業とは、土や石を高温のかまの中で焼いて製品をつくる工業をいい、石灰石を使ったセメント工業やねん土を使った陶磁器とう　じ　き工業、他にはガラス工業などがふくまれています。また、ＩＣの基盤や人工骨、はさみなど広い用途に使われるファインセラミックス（ニューセラミックス）をつくる工業もこの工業に分類されます。


  よう業のさかんなところをまとめると次のようになります。
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  ＜よう業のさかんなところ＞


  セメント工業では宇部うべ市、山陽小野田お　の　だ市（ともに山口県）、秩父ちち　ぶ市（埼玉県）が有名です。陶磁器工業では、愛知県瀬戸せ　と市（瀬戸焼）、岐阜県多治見た　じ　み市（美濃焼み　の　やき）、佐賀県有田あり　た町（有田あり　た焼やき・伊万里い　ま　り焼やき）などが知られています。


  



  （４）製紙パルプ工業


  木材から紙やパルプをつくる工業を製紙・パルプ工業といいます。


  紙をつくるには、木材を細かくくだいたチップを煮て、パルプとよばれる木材のせんいを取り出します。このパルプを水にとかし、うすく流して乾かすと紙ができます。


  製紙・パルプ工業のさかんなところをまとめると次のようになります。
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  ＜製紙・パルプ工業のさかんなところ＞


  製紙・パルプ工業のさかんなところとしては、富士山ろくの豊かな水や原木を利用して発達した富士市、富士宮ふじのみや市（ともに静岡県）、豊富な針葉樹林しんようじゅりんをもとに発達した苫小牧とま こ まい市（北海道）があります。


  



  ４　工場分布図の見分け方


  次の工場分布図がそれぞれ何の工場を表しているのかを考えてみましょう。
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  まず、Ａ～Ｃは太平洋ベルトに工場がほぼ集中し、Ｄ～Ｆは太平洋ベルト以外にも工場が分布しています。


  太平洋ベルトに工場が集中しているのは、鉄鋼所、石油化学コンビナート、自動車工業などがあります。このうち、内陸部に工場をつくることができるのは自動車工業のみなので、関東内陸部に工場があるＣは自動車工場です。ＡとＢを区別するには、北九州をみて、工場（八幡製鉄所）があるのは鉄鋼工業、工場がないのが石油化学コンビナートです。


  残るは、太平洋ベルト以外にも工場が広がるＤ、Ｅ、Ｆです。


  比較的広範囲に工場が広がっているＤはＩＣ工場（半導体工場）です。東北地方や九州地方にも工場が多く進出しているのも特徴です。Ｅは山口県、埼玉県、福岡県に多く工場が見られることから、セメント工場と判断できます。最後に北海道や静岡県に工場が最も多いＦは製紙・パルプ工場です。


  他にも造船工場などが出題される可能性もあります。造船は、長崎市や佐世保市（ともに長崎県）、呉市（広島県）などに着目するとよいでしょう。


  



  
第５章　日本の工業地帯・地域


  １　工業の立地条件


  工業が発達するためには、地形や気候だけでなく、次のようなさまざまな条件が必要です。


  ①広い工業用地があること


  ②工業用水に恵まれていること


  ③原料を手に入れやすいこと


  ④労働力が豊富なこと


  ⑤通勤や工業製品輸送のため、交通の便がよいこと


  ⑥大消費地に近いこと（輸送費用が安くすみます。）


  こうした条件を満たし、日本の主な工業地帯や地域が並んでいるところが、関東から北九州にかけての太平洋沿岸であり、この帯状に広がる地域を太平洋ベルト（太平洋ベルト地帯）といいます。
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  ＜工業が発展しているところ＞


  ２　日本の工業地帯


  工業地帯と工業地域の区分には、はっきりとしたきまりがあるわけではありません。以前は、産業発展の歴史から、戦前から形成された工業地には「工業地帯」を、戦後、高度経済成長期以降に形成された工業地には「工業地域」を用いるというのが一般的でした。よって、戦前から形成された京浜けいひん工業地帯、中京ちゅうきょう工業地帯、阪神はんしん工業地帯、北九州工業地帯を「四大工業地帯」とよんでいました。しかし、近年、北九州工業地帯の工業出荷額が他の工業地帯の生産額を大きく下回っているため、生産額の規模の意味合いから、北九州工業地帯をのぞいた工業地帯を「三大工業地帯」とする捉とらえ方が広まっています。それゆえ、北九州工業地帯を北九州工業地域と記載する教科書も一部にあります。（テストでは、どちらで答えても間違いではありません。）


  それでは各工業地帯について順に学習を進めていきましょう。


  京浜けいひん工業地帯


  東京、神奈川を中心に広がる工業地帯が京浜工業地帯です。京浜の「京」は東京、「浜」は横浜を指します。京浜工業地帯は、海岸のうめ立てによって広い工業用地を得て発達した工業地帯で、わが国有数の工業生産額をあげている総合工業地帯となっています。
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  ＜京浜工業地帯の工業生産額割合＞


  工業生産額割合をみると、機械工業が全体のおよそ半分をしめ、次いで化学工業の割合が大きくなっています。また、金属工業のしめる割合が、他の工業地帯と比べると少なくなっているなどの特色があります。他には、首都圏に位置し、情報がはやくて豊富なことを利用して印刷・出版業がさかんであり、生産額が全国の４分の１以上をしめています。


  主な工業都市は、鉄鋼業、石油化学工業、自動車工業の川崎市（神奈川県）、自動車工業や造船業の横浜市、横須賀よこ　す　か市（ともに神奈川県）、出版・印刷の東京などがあります。
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  ＜京浜工業地帯の主な工業都市＞


  工業用地や工業用水の不足、地下水のくみ上げによる地盤沈下が問題となった後は、工業地は内陸部や千葉県の沿岸部に広がっていきました。


  Coffee Break 京浜工業地帯の父　浅野あさ　の総一郎そう　いち　ろう


  [image: WIZARD02mini]みんなは今の京浜工業地帯がある横浜鶴見の埋め立てが、明治の実業家、浅野総一郎個人の計画で始まったことを知っているかな？
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  浅野総一郎


  [image: BOY03mini]　個人の計画って、もしかしてすごいお金持ちだったの？



  [image: WIZARD01mini]　いやいや、浅野総一郎は地元富山県で数々の事業に失敗し、大きな借金をかかえていたんだ。上京後も、農家でゴミとして捨てられていた竹皮を容器として販売したりしていたんだよ。



  [image: GIRL05mini]　ゴミのリサイクル程度の利益じゃ、とても埋め立て事業なんかできないと思うけど・・・。



  [image: WIZARD01mini]　ところがそのゴミのリサイクルがとんでもない利益を生むことになったんだ。彼は、竹皮同様に、当時ただのゴミでしかなかったコークスやコールタールに目をつけ、今度は燃料として再利用することを思いつき、それらをセメント工場に売ることでばく大な利益を得たんだよ。



  [image: BOY_AND_GIRL02mini]　す、すごーい！



  [image: WIZARD02mini]　その後、欧米の港湾を視察団として訪れた彼は、日本の港湾の立ち遅れに愕然とし、臨海工業地帯造成を決意したんだ。彼の考えには、同じ富山県出身で安田財閥ざいばつを築いた安田善次郎も賛同し、ついには二の足をふんでいた神奈川県をも動かし、１５年という歳月をかけて、今の京浜工業地帯の埋め立て地を完成させたんだよ。



  他にも彼は、小牧こ　まきダム（富山県）の建設、北九州市小倉北区の埋め立て地の造成（小倉駅北口周辺は浅野の名が地名が使われています。）、佐久さ　く発電所（群馬県）の建設（佐久は浅野の妻の名前）、南武なん　ぶ線、鶴見つる　み線、常磐じょう　ばん線、五日市いつ　かいち線などの鉄道の創設、浅野学園（中学・高校）の創設など、数多くの功績を残しているんだ。


  



  中京ちゅうきょう工業地帯


  名古屋市、豊田市を中心に広がるのが中京工業地帯です。中京とは、東京と京都の中間という意味です。


  中京工業地帯は、日本第一位の工業生産額をあげており、豊田市を中心に自動車工業がさかんです。そのため、他の工業地帯、地域と比べ、工業生産額に占める機械工業の割合が最も高くなっています。
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  ＜中京工業地帯の工業生産額割合＞


  また、古くから綿織物工業や毛織物工業、陶磁器工業がさかんです。


  主な工業都市は、自動車工業がさかんな豊田市や刈谷かり　や市（ともに愛知県）、石油化学工業がさかんな四日市よっかいち市（三重県）、鉄鋼業がさかんな東海市（愛知県）、毛織物工業がさかんな一宮いちのみや市（愛知県）、陶磁器工業がさかんな瀬戸せ　と市（愛知県）、多治見た　じ　み市（岐阜県）などがあります。
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  ＜中京工業地帯の主な工業都市＞


  豊田市は愛知県のほぼ中央に位置しています。名古屋市は、ひよこの形に見える愛知県のちょうど首のあたりにあります。陶磁器工業で知られる瀬戸市と多治見市は、岐阜県と愛知県の県境を中心として向かい合う位置にあります。


  



  阪神はんしん工業地帯


  大阪は江戸時代より「天下の台所」とよばれ、商業の町として発達しました。この大阪や神戸を中心に広がるのが阪神工業地帯です。阪神の「阪」は大阪、「神」は神戸を意味しています。


  第二次世界大戦前までは、せんい工業中心の日本最大の工業地帯であり、「東洋のマンチェスター」とよばれていました。戦後は、鉄鋼や石油化学、電気機械などの重化学工業がさかんになりました。
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  ＜阪神工業地帯の工業生産額割合＞


  阪神工業地帯の工業生産額割合グラフの特徴は、


  ①金属工業の割合が、他の工業地帯、地域に比べ高いこと


  ②あらゆる工業が発達した総合工業地帯の性質が顕著にあらわれていること


  （他の工業地帯や地域のように、一部の工業に大きなかたよりが見られないこと）


  などがあげられます。
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  ＜阪神工業地帯の主な工業都市＞


  鉄鋼業のさかんな工業都市は、加古川か　こ　がわ市、神戸こう　べ市、尼崎あまがさき市（すべて兵庫県）、堺さかい市（大阪府）があり、いかに金属工業がさかんであるかが分かります。神戸市は造船でも知られています。門真かど　ま市（大阪府）は電気機器、堺市、高石たかいし市（ともに大阪府）は石油化学工業で知られています。大阪府の堺市から南に位置する泉州せん　しゅう地区には、せんい工業がとてもさかんな泉大津いずみ　おお　つ市、岸和田きし　わ　だ市、貝塚かいづか市、泉佐野いずみ　さ　の市があります。神戸市から西宮市にかけての灘なだ地区は、醸造じょう　ぞう業（日本酒）で知られています。


  



  北九州工業地帯（地域）


  北九州工業地帯（地域）は、明治時代につくられた官営の八幡製鉄所をきっかけに発展しました。
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  ＜北九州工業地帯（地域）の工業生産額割合＞


  



  北九州工業地帯（地域）では、他の工業地帯や地域と比べ、食料品工業の占める割合が最も大きいのが特徴です。


  ところで、北九州工業地帯（地域）の範囲とはどこからどこまででしょう？


  これは以前、私自身が疑問に思っていたことでもあります。私は北九州に住んでいるのですが、なぜ北九州工業地帯（地域）の工業生産額において、食料品の割合が高いのか不思議でなりませんでした。なぜなら、北九州市には食料品関係の企業が少なかったからです。


  これは教科書会社に問い合わせてわかったことなのですが、実は、北九州工業地帯（地域）の生産額やその割合は、福岡県全体の数値を「北九州工業地帯（地域）」として出したものなのです。工業地帯の範囲は、時代によって広がりをみせたり、逆に狭まったりしますから、これはある意味、当然かもしれません。範囲を定めてしまえば、例えば、内陸部に広がった宮若市の自動車産業の生産額がふくまれなくなってしまいます。また、福岡県全体の数値ということであれば、食料品の割合が高いのも納得できます。なぜなら、福岡市周辺にはたくさんの企業の食料品工場があるからです。


  工業地帯や地域にどの県をふくめるか、その捉え方には違いが見られます。例えば、京浜工業地帯ですが、データブックとして知られる日本国政図会こくせい　ず　えでは東京都と神奈川県を対象としていますが、東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県を対象としている教科書会社もあるようです。


  それでは、北九州市よりも少し範囲を広げて、福岡県にある主な工業都市を確認してみましょう。
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  ＜北九州工業地帯（地域）の主な工業都市＞


  



  北九州市は鉄鋼業、宮若みやわか市や苅田町かん　だ　まちは自動車工業がさかんです。久留米く　る　め市はタイヤやシューズなどのゴム工業、大牟田おお　む　た市は化学工業で知られています。


  



  まとめ　工業地帯の生産額割合のグラフの見分け方


  四大工業地帯の工業生産額割合のグラフを見分けるには次のように考えます。


  ・機械工業の割合がおよそ半分を占め、化学工業の割合が他の工業地帯と比べて最も高い。　→　京浜工業地帯


  ・工業生産額が最も多い。機械工業の割合が他の工業地帯と比べて最も高い。　→　中京工業地帯


  ・金属工業の割合が他の工業地帯と比べて最も高い。どの工業も発達した、かたよりのないグラフになっている。　→　阪神工業地帯　　


  ・工業生産額が最も少ない。食料品工業の割合が最も高い。　→　北九州工業地帯（地域）
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  ＜四大工業地帯の工業生産額割合＞


  ３　日本の工業地域


  
    これまでの工業地帯の発達により過密になってくると、工業用地が不足したり、大気汚染、地盤沈下などの公害問題が目立つようになりました。そのため、それまでの工業地帯周辺や、工業地帯と工業地帯の間などに新しい工業地域が発達するようになりました。
  


  
    

  


  
    主な工業地域をまとめると次のようになります。
  


  
    

  


  
    [image: 080]

  


  
    ＜主な工業地域＞
  


  
    

  


  
    瀬戸内海に面した瀬戸内せ　と　うち工業地域、静岡県に広がる東海とうかい工業地域、東京湾の東側に広がる京葉けいよう工業地域、京浜工業地帯の北側に広がる関東内陸工業地域、茨城県南東部につくられた鹿島臨海か　しまりんかい工業地域、中部地方の日本海沿岸に広がる北陸ほくりく工業地域、北海道の道央（札幌市を中心とする地域）や道南（函館市を中心とする地域）の一部に広がる道央どうおう工業地域などがあります。
  


  
    

  


  
    それでは、順番にこれらの工業地域について学習しましょう。
  


  
    

  


  
    瀬戸内せ　と　うち工業地域
  


  
    

  


  
    中国地方と四国地方の瀬戸内海一帯に広がるのが瀬戸内工業地域です。
  


  
    古くからせんい工業（綿織物）が発達し、もともと海上交通もさかんで原料や製品の輸送に便利だったことに加え、遠浅の海岸を埋め立てたり、塩田や軍用地のあと地を利用したりして工業地が確保できたことから、第二次世界大戦後に急速に発達し、現在では三大工業地帯に匹敵する工業生産額をほこります。
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    ＜瀬戸内工業地域の工業生産額割合＞
  


  
    

  


  
    工業生産額割合の特徴は、他の工業地域のようにかたよりがなく、金属、機械、化学工業の割合が一様になっています。（機械と化学の差が約１０％、化学と金属の差も５％ほどしかありません。）かたよりがないという意味では、三大工業地帯の１つ、阪神工業地帯のグラフとよく似ていますが、阪神工業地帯は多い方から機械、金属、化学の順、瀬戸内工業地域では機械、化学、金属の順となっています。
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    ＜瀬戸内工業地域の主な工業都市＞
  


  
    

  


  
    主な工業都市は、石油化学工業や鉄鋼業のさかんな倉敷くらしき市水島みずしま地区（岡山県）、造船と鉄鋼業のさかんな呉くれ市（広島県）、鉄鋼業の福山市（広島県）、造船の坂出さかいで市（香川県）、自動車工業の広島市（広島県）、石油化学工業のさかんな岩国いわくに市や周南しゅうなん市（ともに山口県）、新居浜に　い　はま市（愛媛県）、セメント工業の宇部う　べ市や山陽さんよう小野田お　の　だ市（ともに山口県）などがあります。
  


  
    

  


  
    東海とうかい工業地域
  


  
    静岡県の太平洋側に面するのが東海工業地域で、水力発電による電力や富士山ろくのわき水による工業用水が豊富だったことなどから発達した工業地域です。
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    ＜東海工業地域の工業生産額割合＞
  


  
    

  


  
    工業生産額割合のグラフは、機械工業が突出して５０％を超えているのが特徴です。静岡県は、オートバイや自動車の部品製造、ボートなどに取り付ける船外機エンジンの製造など、機械工業関連の工場がたくさんあります。
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    ＜東海工業地域の主な工業都市＞
  


  
    

  


  
    主な工業都市には、楽器・オートバイの生産がさかんな浜松はままつ市、地元の生産物であるみかんや水産物を原料にしたかんづめ工業のさかんな静岡市清水し　みず地区、富士山ろくの地下水を利用した製紙・パルプ工業の富士市や富士宮ふ　じ　のみや市があります。
  


  
    

  


  
    京葉けいよう工業地域
  


  
    東京湾の東側、遠浅の海岸を埋め立てることで、広い工業用地が得られたことなどから、京浜工業地帯の延長として発展したのが京葉工業地域です。京葉の「京」は東京、「葉」は千葉をあらわしてます。
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    ＜京葉工業地域の工業生産額割合＞
  


  
    

  


  
    

  


  
    工業生産額割合のグラフは、他の工業地帯や地域と比べると、化学工業の占める割合がとても高くなっているのが特徴です。これまで学習した工業地帯や地域はどれも機械工業の占める割合が高かったのですが、京葉工業地帯は化学工業が最も高く、つづいて金属、機械という並びになっています。
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    ＜京葉工業地域の主な工業都市＞
  


  
    

  


  
    工業都市には石油化学工業の市原いちはら市（千葉県）、鉄鋼業の千葉市、君津きみ　つ市（ともに千葉県）などがあります。
  


  
    

  


  
    関東内陸工業地域
  


  
    京浜工業地帯の北側、埼玉県、群馬県、栃木県にまたがるのが関東内陸工業地域です。関東地方の内陸部はもともと絹織物の生産がさかんでしたが、近年は京浜工業地帯からの工場移転により、機械工業を中心とする重化学工業が発展しています。
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    ＜関東内陸工業地域の工業生産額割合＞
  


  
    

  


  
    工場生産額割合のグラフは、機械工業の割合が全体のほぼ半分を占めています。東海工業地域のグラフと似ていますが、関東内陸工業地域の生産額は東海工業地域よりも高く、三大工業地帯に並ぶほどの生産額をほこります。
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    ＜関東内陸工業地域の主な工業都市＞
  


  
    

  


  
    主な工業都市には、自動車工業の太田市（群馬県）、絹織物工業の桐生き　りゅう市（群馬県）、足利あしかが市（栃木県）、セメント工業の秩父ちち　ぶ市（埼玉県）などがあります。
  


  
    

  


  
    その他の工業地域
  


  
    

  


  
    ・播磨臨海はり　まりんかい工業地域
  


  
    阪神工業地帯の西に位置し、姫路市の火力発電所を中心にさかえている播磨臨海工業地域は、鉄鋼業の姫路ひめ　じ市や高砂たかさご市などがあります。もともとは軽工業が中心でしたが、第二次世界大戦以後、臨海部に鉄鋼、化学などの大きな工場が建設されたことから、重化学工業地域となりました。
  


  
    

  


  
    ・鹿島臨海か　しまりんかい工業地域
  


  
    茨城県南東部につくられた鹿島臨海工業地域は、砂浜海岸を掘り込んで、人工の掘り込み港をつくり、そのまわりに大規模な製油所と石油化学コンビナートを建設して新しく生まれた工業地域です。近くの霞ヶ浦の水を工業用水として利用しています。
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    ＜鹿島臨海工業地域の主な工業都市＞
  


  
    

  


  
    主な工業都市には、鉄鋼業の鹿嶋か　しま市、石油化学工業の神栖かみ　す市などがあります。鹿嶋市は、鹿島町と大野村が合併してできた市です。鹿島臨海工業地域は鹿島町時代にできたので、今でも「鹿島」と表記しています。
  


  
    

  


  
    鹿島臨海工業地域から北部には、電気機器の日立ひ　たち市、原子力施設の東海村とうかいむらがあるので、まとめて覚えておきましょう。１９６３年に日本初の原子力発電所がつくられた東海村には、現在も民間や国の原子力施設が集中しており、原子力産業の拠点となっています。
  


  
    

  


  
    ・北陸ほくりく工業地域
  


  
    北陸地方の日本海沿岸地域を中心に、中央高地の豊富な用水、電力を利用して発展しているのが北陸工業地域です。古くから、農村地帯の冬の副業として、漆器、絹織物、製薬などの伝統工業が発達していました。
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    せんい工業の福井市、めがねフレーム（めがね枠）が全国生産の９割を占める鯖江さば　え市（福井県）、漆器の輪島わ　じま市（石川県）、金属、化学工業の富山市、高岡市（ともに富山県）、金属工業の燕つばめ市（カトラリー*を中心とした金属洋食器の全国生産の９割を占める）、三条さん　じょう市（新潟県）、製油、製紙・パルプ工業の新潟市などが知られています。 ＊フォーク、スプーン、ナイフなどの金物類。
  


  
    

  


  
    ・中央高地工業地域
  


  
    諏訪すわ盆地の諏訪湖周辺の工業地域が中央高地工業地域です。かつては日本一の製糸業が発達していましたが、現在は時計・カメラなどを生産する精密機械せいみつき　かい工業で知られています。主な工業都市は、諏訪す　わ市、岡谷おか　や市（ともに長野県）があります。
  


  
    

  


  
    ・道央どうおう工業地域
  


  
    北海道で最も工業がさかんな道央（札幌市を中心とする地域）や道南（函館市を中心とする地域）の一部をふくめて道央工業地域とよびます。
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    ＜道央工業地域の主な工業都市＞
  


  
    

  


  
    主な工業都市には、食料品工業（ビール、乳製品）の札幌さっぽろ市、製紙・パルプ工業の苫小牧とま こ まい市、鉄鋼業の室蘭むろらん市などがあります。
  


  
    

  


  
    まとめ　工業地帯・工業地域の生産額割合のグラフの見分け方
  


  
    

  


  
    ここでは、三大工業地帯と北九州工業地帯（地域）、瀬戸内工業地域、東海工業地域、関東内陸工業地域、京葉工業地域の８つについての見分け方について学習します。
  


  
    

  


  
    ・機械工業の割合が最も高い　→　中京工業地帯
  


  
    　（工業生産額が書いてある場合は、工業生産額が最も高いのが中京工業地帯です。）
  


  
    

  


  
    ・食料品工業の割合が最も高い　→　北九州工業地帯（地域）
  


  
    　（工業生産額が書いてある場合は、工業生産額が最も低いのが北九州工業地帯（地域）です。
  


  
    

  


  
    ・化学工業の割合が最も高い　→　京葉工業地域
  


  
    　四大工業地帯のみで、化学工業の割合が最も高いのは京浜工業地帯ですが、工業地域も含めると、京葉工業地域が最も高くなります。
  


  
    

  


  
    ・金属・機械・化学の割合に大きなかたよりが見られないグラフは、阪神工業地帯か瀬戸内工業地域
  


  
    　　割合が高い順に機械・金属・化学となっている　→　阪神工業地帯
  


  
    　　割合が高い順に機械・化学・金属となっている　→　瀬戸内工業地域
  


  
    

  


  
    ・機械の割合が５割前後を占めるのは、京浜工業地帯、東海工業地域、関東内陸工業地域
  


  
    　　この中で化学工業の占める割合が最も高い　→　京浜工業地帯
  


  
    　　この中で機械工業の占める割合が最も高い　→　東海工業地域
  


  
    　　残り　→　関東内陸工業地域
  


  
    

  


  
    最後に次のA～Hの工業生産額割合のグラフがどの工業地帯、地域のものか答えられるか、挑戦してみましょう。
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    まず、Bは機械工業の割合が最も多いので、中京工業地帯です。
  


  
    Fは食料品工業の割合が最も多いので、北九州工業地帯（地域）です。
  


  
    Gは化学工業の割合が最も高いので、京葉工業地域です。
  


  
    

  


  
    金属、機械、化学工業に大きなかたよりが見られないのはAとDです。
  


  
    Aは、機械、化学、金属の順になっているので、瀬戸内工業地域です。
  


  
    Dは、機械、金属、化学の順になっているので、阪神工業地帯です。
  


  
    

  


  
    機械工業が５割前後を占めるのは、C、E、Hです。
  


  
    この中で機械工業が最も多いのはHなので、これが東海工業地域です。
  


  
    また、この中で化学工業が最も多いのはEなので、これが京浜工業地帯です。
  


  
    残ったCが、関東内陸工業地域です。
  


  
    

  


  
    答　
  


  
    A　瀬戸内工業地域　　
  


  
    B　中京工業地帯
  


  
    C　関東内陸工業地域　
  


  
    D　阪神工業地帯
  


  
    E　京浜工業地帯　　　　
  


  
    F　北九州工業地帯（地域）
  


  
    G　京葉工業地域　　　　
  


  
    H　東海工業地域
  


  
    

  


  
    

  


  
第６章　環境と公害



  １　工業の発達と公害


  公害の発生


  戦後、日本の工業は重化学工業を中心にめざましく発展しました。しかし、工場から出る汚れた排水やけむりなどの後始末を十分にしなかったことなどから、日本各地に公害が起こりました。また、家庭から出るゴミの量が急増するようになり、さまざまなゴミ公害も深刻になりました。


  さまざまな公害


  国は、次の７つを公害にしています。


  ①大気汚染たい き　お せん


  ②騒音そうおん


  ③振動しんどう


  ④悪臭あく　しゅう


  ⑤水質汚濁すいしつ お だく


  ⑥土壌汚染ど　じょう　お　せん


  ⑦地盤沈下じ　ばんちん　か


  大気汚染は、工場のけむりや車の排気ガスが原因となっておこる大気の汚れのことをいいます。騒音と振動は、工場や建設現場、飛行機、自動車などが原因となっておこる、うるさい音やゆれのことで、悪臭は、工場や家畜を飼っているところやゴミなどからでるくさいにおいのことです。水質汚濁は、工場や鉱山の排水、家庭からの排水が原因でおこる水の汚れをいいます。土壌汚染は、工場や鉱山の排水や廃棄物、農薬などが土にたまっておこる土の汚れのことをいいます。地盤沈下は、地下水や天然ガスなどを大量にくみ上げたことによって土地が沈んでしまうことをいいます。



  近年は、ICなどの半導体をつくる新しい工業の発達によって、ハイテク公害とよばれる公害もおきています。例えば、ハイテク産業の工場の排水にふくまれるトリクロロエチレンが水や土を汚している公害などがあります。


  ところで、これら公害の中でその苦情件数の割合が最も高いのが大気汚染です。


  日本経済が大きな成長を示したころには、光化学こう か がくスモッグの発生が多く見られました。光化学スモッグは、工場のけむりや車の排気ガスに太陽の紫外線が当たることで発生する有害なスモッグのことをいい、目やのどの痛み、肺の病気を引き起こします。日本では、国が工場や車の排気ガスの規制を強めたために被害は減少傾向にありましたが、近年は中国大陸からの飛来も確認されています。


  また、四大公害病の１つである四日市よっ か いちぜんそくも、石油化学コンビナートから排出された亜硫酸あ　りゅうさんガスを主とした大気汚染によって引き起こされました。


  2013年ころには、中国の北京などで大規模な大気汚染が発生しました。これは、大気中に浮かんでいる粒子状物質（PM）によるもので、その後、日本でも大気中のPM２.５（粒子状物質の中で２.５マイクロメートル*以下の微小なもの）の上昇が観測されました。PM２.５は、石炭火力、自動車の排気ガスに含まれるもので、粒子の大きさが非常に小さく、肺の奥深くにまで入りこみやすく、ぜんそくや気管支炎、肺がんなどのリスクを高めると考えられています。　＊１マイクロメートルは１ｍｍの１０００分の１


  このようなことから、大気汚染はその国だけの問題でなく、近隣諸国が協力して、工場や自動車の排気ガスを減らす努力を行わなければなりません。


  



  ２　水俣病


  公害病の１つに「水俣病みなまたびょう」とよばれる病気があります。


  この病気は、食物連鎖しょくもつ　れん　さ＊によって毒物が蓄積されることで引き起こされた人類史上初の病気であるため、世界的にみても、公害の原点とされるものです。　＊食う・食われるの関係で結びついた生物どうしのつながり


  みなさんが水俣病について、学校や塾で学習することは、水俣病の原因物質や発生地域などごくわずかな知識ですが、本書では、学習まんがという形でどの教科書や参考書よりもふみこんで解説してあります。そのため、入試で問われない内容や少々難しい内容ものせていますが、是非、お父さんやお母さんといっしょに読んでほしいと思います。


  尚、一部のタブレットでは画像が小さく表示される場合があります。その場合には、画像をダブルタップし、大きさを調整してお読み下さい。
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  ３　四大公害病


  公害病の発生


  日本の工業は、１９６０年代になると、重化学工業を中心にめざましく発展しました。しかし、国が経済を発展させるために工業化を優先させる政策をとったこと、会社がより多くの利益をあげるために工場から出る排水やけむりなどの後始末を十分に行わなかったことなどから、日本各地で公害が発生しました。


  四大公害病


  公害による病気にはさまざまなものがありますが、なかでも多くの患者を出したものが、次の地図に示した地域で発生した四大公害病です。
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  ＜四大公害病が発生した地域＞


  当時、こうした公害病は原因が特定されるまでに時間がかかり、その間も原因物質の排出が行われたため、被害が拡大し、たくさんの犠牲者が出ました。今でも多くの人々が、公害病とたたかっています。


  (1)水俣病


  熊本県水俣市にある化学肥料ひ　りょう工場（現在のチッソ株式会社）が排出したメチル水銀が原因で、水俣湾を中心とする八代海やつしろかい沿岸地域で、汚染された魚介類を食べた沿岸住民が水俣病を発生しました。認定患者はおよそ２３００人で、四大公害病の患者数では最も多くなっています。１９６８年９月に第二水俣病とともに公害病に認定されました。


  (2)第二水俣病（新潟水俣病）


  新潟県の阿賀野川あ　が　の　がわ流域で、化学工場（昭和電工鹿瀬かのせ工場）の排出したメチル水銀が原因で、川の魚介類を食べた住民が発症しました。認定患者はおよそ７００人。


  (3)イタイイタイ病


  富山県の神通川じんづうがわ流域で、岐阜県の神岡鉱山かみおかこうざん（三井金属鉱業神岡工業所）が排出したカドミウムが原因で、神通川の水をかんがい用水に使っていた農業用地が汚染され、そこで生産される米などを食べた人々が発症しました。


  イタイイタイ病は、咳せきをしただけで骨が折れるなど、骨がやわらかくなる病気で、中年以上の女性、特に出産経験のある女性が多く発症しています。患者の多くがすでに亡くなっていますが、新たに認定される患者もいます。認定患者はおよそ２００人で、１９６８年５月に日本の公害病として初めて認定されました。


  (4)四日市よっ か いちぜんそく


  三重県四日市市で、石油化学コンビナート工場の煙突から排出された亜硫酸あ　りゅうさんガスが原因で、風下の塩浜しおはま地区に住む多くの住民がぜんそく症状を発症しました。認定患者はおよそ１７００人で、１９７２年に公害病に認定されました。


  



  Coffee Break　富山のシュバイツァー　萩野昇はぎ の のぼる


  昭和２０年代、富山県で開業医をいとなんでいた荻野昇医師のもとに、神経や骨の痛みを訴える患者がたくさん訪れるようになり、彼はこの原因不明の病気をイタイイタイ病を名づけました。


  当時、こうした病気は風土病ふう　ど　びょうであると考えられていましたが、彼は患者が神通川流域の水田地帯の農民に多く発生していることをつきとめ、原因が神通川上流にある神岡鉱山の鉱毒にあると考えるようになりました。また、協力者も得て、その原因物質がカドミウムであることもつきとめました。


  しかしながら、学者でもない一開業医の研究は、学会では非難をあび、農民たちも農作物が売れなくなったり、嫁が来なくなることを恐れ、萩野医師を批判するようになりました。病院には脅迫の手紙や電話がくるようになり、患者も職員も去っていくようになったのです。萩野医師は次第に自暴自棄じ　ぼう　じ　きの生活を送るようになりました。


  その後、追いうちをかけるように、妻を病気で亡くしてしまいました。萩野医師は妻をしっかり看病できなかったことを悔やみ、それまでの生活を改めるようになります。


  そんな失意の萩野医師のもとに、アメリカ国立保険研究機構から１０００万円の研究費が送られてきました。萩野医師が学会で発表したデータがアメリカで認めれたのです。萩野医師はこの研究費を使って動物実験を成功させ、自身のカドミウム説を証明してみせました。やがて萩野医師のカドミウム説は多くの学者たちの支持を得るようになり、農民からも厚い信頼を得るようになったのです。


  昭和４３年５月、国はイタイイタイ病が神岡鉱山から排出されたカドミウムによるカルシウムの不足が原因であることを認め、イタイイタイ病を日本で初めて公害病に認定しました。


  萩野医師は平成２年、７４歳でこの世を去りました。病気に苦しむ患者のため、イタイイタイ病に半生をささげた業績から、彼は富山のシュバイツァーとよばれています。


  



  ４　公害を防ぐ努力・環境を守る取り組み


  公害を防ぐ努力


  国は、１９６７年に公害を防ぐ指針となる公害対策基本法こうがいたいさく き ほんほうを定め、１９７１年には環境を守る役所として環境庁かん きょうちょうをつくりました。さらに１９９３年には公害対策基本法にかわる環境基本法かんきょう き ほんほうを定め、２００１年には環境庁を改組して環境省かんきょうしょうが発足しました。


  県や市でも、公害を防ぐための条例じょう　れい（県や市が定める独自の規則）を定めているところもあります。滋賀県の琵琶湖び　わ　こ条例などがその例で、琵琶湖の水質を守るため、リンをふくむ合成洗剤の使用や販売を禁止しています。


  環境保護運動


  近年は、公害を防ぐだけでなく、積極的に自然を守ろうとする動きもおこっています。


  １９世紀、産業革命のさなかにおこったナショナルトラスト運動は、住民の力で土地を買い取って、歴史的建造物や美しい自然を守ろうという取り組みです。


  日本では、鎌倉かまくら（神奈川県）において、開発の対象となっていた鶴岡八幡宮つるおかはちまんぐうの裏山にある「御谷お　やつの森」を住民が買い取って守ったことが最初とされており、他にも、和歌山県の天神崎てんじんさきや北海道の知床しれとこ、埼玉県の狭山丘陵さ　やま　きゅうりょう（トトロの森）などもナショナルトラスト運動で知られています。


  環境を守る条約


  湿地の動植物（特に水鳥）を守るため、ラムサール条約（「特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約」）が結ばれました。ラムサールという名は、条約が作成されたイランの都市、ラムサールにちなんでつけられています。ラムサール条約の日本登録地は、釧路湿原く　しろしつげん（北海道）、琵琶湖び　わ　こ（滋賀県）、尾瀬お　ぜ（福島・群馬・新潟県）、谷津干潟や　つ　ひがた（千葉県）、藤前干潟ふじまえ ひ がた（愛知県）、中海なかうみ（島根県・鳥取県）、宍道湖しん じ こ（島根県）など、現在４７ヶ所あります。


  また、世界規模での水銀汚染の防止を目的として、２０１３年には、熊本県で「水俣条約（「水銀に関する水俣条約」）が採択されました。この条約は水銀の産出や輸出入、利用、廃棄にいたるまでを規制した条約です。


  



  Coffee Break 　足尾あし　お銅山どう ざん鉱毒こう どく事件じ　けん


  水俣病同様に、公害の原点とよばれているのが日本初の公害事件、足尾銅山鉱毒事件です。


  明治時代後半、足尾銅山（栃木県）では、銅山から出た鉱毒（毒のある鉱物）を渡良瀬川わた ら せ がわ（利根川の支流）に流していました。
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  そのため、渡良瀬川流域周辺で魚や家畜が死んだり、イネなどの作物が枯れたりしました。また、人々の健康にも影響が出ました。


  被害は、渡良瀬川が洪水にみまわれると、利根川や江戸川流域周辺にもおよぶことがありました。


  地元出身の国会議員、田中正造しょう　ぞうは、国会でこの鉱毒事件を訴えましたが、なかなか聞き入れてもらえず、明治天皇に直訴じき　そ（直接訴えること）しようとしました。
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  ＜田中正造＞


  当時、天皇への直訴は大罪であったため、彼は死を覚悟していました。そのため、議員を直前に辞め、妻に罪が及ばぬように離縁状り　えんじょうを送っていたのです。


  結局、彼は馬車の前で捕らわれてしまい、直訴そのものは失敗に終わりましたが、直訴状の内容は広く知られるようになりました。


  それでも国は銅を掘ることを止めさせず、村を１つつぶして、鉱毒を沈殿させる広大な渡良瀬貯水池をつくることをおし進めました。その後も、彼はこの村に移り住んで、村民とともにたたかい続け、その途中、病気で亡くなってしまいました。


  田中正造は、環境を守るため、住民らと共に命がけでたたかった政治家として、今もたくさんの人々に尊敬されています。


  



  第７章　伝統工業


  １　伝統工業の特色


  日本には、各地に伝統工業とよばれる工業があります。伝統工業は、その土地の気候や風土を生かし、長年、受け継がれてきた技術や製法を用いた手作りの工業をいいます。その製品は伝統的工芸品とよばれ、地方の特産物となっていますが、その規模は小さく、生産量も少なくなっています。


  



  ２　主な伝統的工芸品


  伝統的工芸品には、陶磁器とう じ　き、漆器しっき、木工品、金工品、ちぢみやかすりなどの織物、和紙、筆やそろばんなどの文具、人形などがあります。


  実際に国が指定した伝統工芸品には次のようなものがあります。


            


  
    
      青森　津軽塗つ　がる　ぬり（漆器）　



      岩手　南部鉄器なん　ぶ てっ　き（金工品）
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      ＜南部鉄器＞


      ※伝統的工芸品の中で、圧倒的に出題率が高いのがこの南部鉄器なので、しっかり押さえておきましょう。


      宮城　宮城伝統こけし（人形）


      秋田　大館おおだて曲げわっぱ（木工品）、秋田すぎおけ（木工品）
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      ＜曲げわっぱ＞


      曲げわっぱの材料となる天然の秋田すぎの伐採ばっさいが、資源保護の観点から、２０１２年を最後に禁止されました。これにより、生産業者は、曲げわっぱづくりが立ち行かなくなるという問題をかかえています。
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      ＜秋田すぎおけ＞


      山形　天童てんどう将棋駒しょう ぎ こま（その他工芸品）


      福島　会津塗あい　づ　ぬり（漆器）


      茨城　結城ゆう　きつむぎ（織物）


      栃木　結城つむぎ（織物）、益子焼まし　こ　やき（陶磁器）


      群馬　桐生織き　りゅう　おり（織物）


      埼玉　江戸木目込き　め　こみ人形（人形）


      東京　江戸木目込人形（人形）


      神奈川　鎌倉彫ほり（漆器）


      新潟　小千谷お　ぢ　やちぢみ（織物）　、


      石川　加賀友禅か　が　ゆうぜん（染色品）、九谷焼く　たに　やき（陶磁器）、輪島塗わ　じま　ぬり（漆器）


      福井　越前焼えちぜんやき（陶磁器）


      長野　信州つむぎ（織物）


      岐阜　美濃み　の和紙（和紙）、美濃焼み　の　やき（陶磁器）、飛騨春慶ひ　だ　しゅんけい（漆器）


      愛知　赤津焼あか　づ　やき（陶磁器）、常滑焼とこなめやき（陶磁器）


      滋賀　信楽焼しがらきやき（陶磁器）


      京都　西陣織にしじんおり（織物）、京友禅きょうゆうぜん（染色品）、清水焼きよみずやき（陶磁器）


      大阪　堺さかい打刃物うち　は　もの（金工品）


      兵庫　播州ばんしゅうそろばん（文具）


      奈良　奈良筆（文具）


      島根　石州和紙せきしゅう　わ　し（和紙）、雲州うんしゅうそろばん（文具）


      岡山　備前焼び　ぜんやき（陶磁器）


      広島　熊野筆くま　の　ふで（文具）


      香川　丸亀うちわ（その他工芸品）


      福岡　博多織（織物）、博多人形（人形）、久留米がすり＊（織物）


      　＊久留米がすりは井上伝いのうえでんという少女によって考案されたとされています。


      佐賀　伊万里焼い　ま　り　やき（陶磁器）、有田焼（陶磁器）、唐津焼から　つ　やき（陶磁器）


      宮崎　本場大島つむぎ（織物）


      鹿児島　本場大島つむぎ（織物）


      沖縄　琉球りゅうきゅうびんかた（染色品）


      


    

  


  ３　今後の伝統工業


  伝統工業の問題点には次のようなものがあります。


  ①後継者不足


  伝統工業には特殊な技術が必要で、その技術を身につけるまでには長い時間を要するため、後継者が育ちにくく、不足しています。


  ②消費の伸び悩み


  伝統工業は生産量が少なく、大工場で大量生産される安い製品に押されています。


  ③原料の不足


  伝統工業の原料は、以前はその地方で取れるものを使っていましたが、現在は輸入にたよっているものも多くなっています。


  



  伝統工業を守り育てるため、国は「伝統的工芸品産業の振興に関する法律」を定めています。


  この法律により、現在では２００品目以上が伝統的工芸品に指定され、伝統証紙をつけることが許されています。
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  ＜伝統証紙＞


  



  
おわりに


  本書を最後まで読んで頂き、有難うございました。


  さて、中学受験社会の裏ワザテクニック地理編も、最終巻の第Ⅲ巻を残すのみとなりました。第Ⅲ巻では、これまで学んできたことを、地方別、あるいは県別に総復習を行い、新たには日本の人口や資源、貿易、世界遺産について学習を進める予定です。なにぶん、これまで出版社と二人三脚でやってきた作業を、たった一人で行っていますので、少々時間がかかりますが、みなさんのお手元に少しでも早く届けられるよう、現在、鋭意製作中です。今しばらくお待ちください。



  参考書を電子書籍で出版するというのは、非常に新しい試みです。それだけに、この本がみなさんに受け入れられるかどうか、正直、とても気になるところです。この本を手にしたみなさんであれば、電子書籍参考書の優れた部分や逆に劣っている部分を誰よりも強く、肌で感じて頂けたことでしょう。是非、その貴重な意見を、アマゾンの書評欄に反映して頂けたらと思っています。


  今後、紙の書籍がなくなるとは思いませんが、少なくとも電子書籍は今よりも発展していくに違いありません。参考書も決して例外ではなく、これから電子書籍の参考書はますます増えていくでしょうし、また増えるべきだと考えます。こうした時代の転換期に、みなさんの意見をもとに、私が電子書籍参考書の発展に携われるのであれば、これ以上の喜びはありません。


  



  著者紹介（一部、国語の合格テクニックより転載）


  山内　正（ヤマウチ　タダシ）


  動力炉核燃料開発事業団（現・原子力研究開発機構）


  能開センター講師


  個別指導ＡＸＩＳ講師


  担当した最難関クラスでは、ラ・サール、附設、愛光、岡山白陵、青雲、西南、福教大附属、明治学園など、全受験者の全受験校合格を達成、明治学園中受験クラスでも全受験者合格を達成した。


  執筆活動を始める以前は、１クラス１０名前後のローカル校を担当していたが、それでも筆者のもとを巣立った子供たちは、わずか３年という間に九大医学部４名、東京大学２名の合格を果たしてる。


  中学受験の裏ワザシリーズ（文英堂）は発行部数５０万部を越え、海外でも翻訳出版されるなど、その解説には定評があり、国内外に多くのファンをもつ。2015年より、電子書籍での出版活動を開始。本書はその２作目となる。
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